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モビリティの楽しさを、より多くの人に届けたい。 

 

人々にもたらすモビリティの可能性を大きく広げていくために、 

Hondaは、常に新しい取り組みにチャレンジしています。 

二輪、四輪、汎用製品はもとより二足歩行ロボット、小型ジェット機の研究や、 

F１をはじめとする世界最高峰のレースで技術を磨くことも、 

すべてはHondaがその生い立ちから受け継いできた 

モビリティへの夢と情熱ゆえに他なりません。 

 

こうした取り組みの先にある、私たちが目指すもの。 

それは、Hondaの製品を使っていただく方々の「喜び」であり、 

その喜びこそが私たちを突き動かすエネルギーといっても過言ではありません。 

環境・安全性能の向上に努めながら、より先進的な技術を創造し、 

そこから生まれる新しい価値を、ひとりでも多くの方に提供し続けることが、 

モビリティの次の時代を切り拓いていく私たちの「道」だと信じています。 

 

ここに、新しいHondaが誕生します。 

今後のクルマづくりを象徴するフラッグシップとして、 

モビリティの楽しさを広げる革新技術とともに、いま発進します。 

乗る人すべてにかつてない深い喜びを感じていただくために。 

Newレジェンド、誕生。 

H o n d aを語り継ぐ者として。 
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新たなH o n d aが、ここから始まる。 



 齊藤  政昭（さいとう まさあき） 
（株）本田技術研究所　上席研究員 

1976年、（株）本田技術研究所入社 

ボディ設計PLを経て、’92ドマーニ、’95シビック、 

’99インサイトの車体LPL代行を担当。 

今回レジェンドのLPLを務める。 

趣味は山歩き、写真、ドライブ。 

愛車はアコード、レジェンド、他 

クルマを愛するエグゼクティブに、 

かつてない歓びを。 

自らの判断基準を持ち、自由と責任の双方を重視しながら 

ビジネスもプライベートもこなす人たちがいます。 

ステアリングを握ることに歓びを感じる方々にとってクルマとは、 

ゆとりや快適性だけでなく、自在に操れる性能をも併せもつことで、 

そこに誇りさえ見出せることが理想ではないでしょうか。 

 

さまざまな道路環境下で気持ちのよい安定した自在な走りと、 

しなやかな乗り味や優れた静粛性を高次元に昇華させながら、 

空間の広さや豊かさなどをも鼎立させることで新たな価値を創造することが 

私たちの目指すべき姿と考えました。 

 

軽量・コンパクトながら圧倒的な高出力を発生するクリーンなパワーユニット。 

ドライバーとクルマの一体感を飛躍的に高めた革新の駆動システム。 

アクティブ、プリクラッシュ、パッシブすべての領域にわたる最先端の安全技術。 

走りと空間のゆとりを両立したパッケージング。 

さらには、独自の存在感とオーナーの心を満たすデザインワークとクラフトマンシップなど、 

Hondaのクルマづくりの集大成といえる技術を注ぎ込みました。 

 

このクルマと過ごすさまざまなシーンにおいて、 

上質感だけではなく、信頼に支えられた大きな安心感を伴う、 

かつてない歓びを味わっていただけるものと確信しています。 

 

 

開発責任者　齊藤 政昭 
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歓びの新境地へ。［Newレジェンド］誕生。 

存在感のある佇まい。質感あふれるインテリア。 

都市や郊外を問わず、天候にも左右されない走り。 

こうした「上質」「快適」「安心」を、あらゆるシーンで提供することこそ 

Newレジェンドの目指す資質であるとHondaは考えました。 

 

重量を軽減しながら慣性モーメントをも低減する軽量化とパッケージング。 

走りと質の高さを表現した独自の存在感をもつスタイリングや、 

その外観に深い光沢を与えるボディ塗装をはじめとする、クラフトマンシップが息づく品質。 

そして、高出力のパワーを四輪それぞれで自在にコントロールするドライブトレイン。 

従来の概念を超える数々の技術を投入し、 

次代の上質・快適な乗り味と安定した意のままの走りを実現しました。 

 

【走りと質の高さを表現した独自の存在感】 

● メカニズムを集中配置させながらゆとりを確保したパッケージング。 

● 内に秘めた走りの資質を映す高品位なスタイリング。 

 

【リニアでパワフルな胸のすく走り】 

● 300馬力を発生させながら、軽量・コンパクトでクリーンな、V6 3.5rVTECエンジン。 

● 安全性能や快適性を向上させながら、重量を抑制する軽量化技術。 

 

【安心・快適で自在に操れる高い機動性】 

● 運動性能を飛躍的に進化させ、安定性と一体感を両立したSH－AWD。 

● アルミやハイテン材を多用し運動性能を向上させながら上質な乗り味を実現した、軽量・高剛性ボディ＆シャシー。 

 

さらに、Newレジェンドを支える先進の環境・安全性能と快適・高機能装備を身につけました。 

 

知的・上質に磨かれた、新体験の心地よい昂揚感。 

それが、このクルマがもたらす「New Driving Experience」。 

新たな伝説が、いま、ここに始まります。 

リニアでパワフルな 

胸のすく走り 
安心・快適で自在に操れる 

高い機動性 

独自の存在感 
走りと質の高さを表現した 

Super ManeuverabilitySuper Maneuverability

Distinctive StylingDistinctive Styling

Power PotentialPower Potential

安全性能 環境性能 快適・高機能・ 
先進装備 

New Driving Experience



Distinctive StylingDistinctive Styling
■メカニズムを集中配置して運動性能を高めながらゆとりの空間も確保した、 

超高密度パッケージング。 

■走りのよさを表現する新しい上級セダンスタイリングを実現した、エクステリアデザイン。 

■走りの期待感や包まれる安心感、開放感や豊かさなど、 
五感に訴えるインテリアデザイン。 

■クラフトマンの技を集めて深みを求めた、フラッグシップ 
ならではのデザインクオリティ。 
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●国土交通省「平成１７年排出ガス 

　基準75％低減レベル」を達成 

●リサイクル可能率90％以上を実現 

●リサイクル材の使用を拡大 

●鉛レス化を推進し、96年レベルの1/10以下に削減 

●六価クロムおよびPVC（ポリ塩化ビニール） 

　使用量削減を推進 

●製造工程でのエネルギー消費量を削減 

■運転支援機能、HiDS（車線維持支援機能［LKAS］＆車速／ 
　車間制御機能［IHCC］）。 

■HDDナビゲーションや5.1chサラウンドなど、ドライブをより豊かにする 
　先進・高機能な快適装備。 

■アクティブセーフティ ●歩行者の存在を知らせ注意喚起する世界初のシステム、インテリジェント・ナイトビジョンシステム。 

 ●AFS（アダプティブ・フロントライティングシステム） ●VSA（車両挙動安定化制御システム）  

 ●学習機能付電子制御ブレーキアシスト 

■プリクラッシュセーフティ ●追突軽減ブレーキ（CMS）＋E－プリテンショナー（運転席／助手席） 

■パッシブセーフティ ●自己保護性能の向上と相手車両への攻撃性低減を両立したコンパティビリティ対応ボディ 

 ●歩行者傷害軽減ボディ ●サイドカーテンエアバッグシステム 

 ●前席用i－サイドエアバッグシステム（助手席乗員姿勢検知機能付） ●運転席用＆助手席用i－SRSエアバッグシステム  他 

独自の存在感 
New Driving Experience

■シートやエアコンを進化させ、ドライバーズカーの快適と上級セダンの快適を 
　両立した、空間設計。 

■ゆとりの300馬力を発生させながら軽量・コンパクト化を実現し、最高レベルの 
クリーン性能をも達成した、V6 3.5r VTECエンジン。 

■上質な変速フィールとスポーティな操作性を実現した、 
5速オートマチックトランスミッション。 

■安全性能や快適性を向上させながら、 
重量を抑制する軽量化技術。 

■四輪の駆動力を自在にコントロールすることで運動性能を飛躍的に進化させ、 
安定性と一体感を両立したSH－AWD。 

■高性能な走りと高品位な乗り味を高次元で両立させた、新開発シャシー。 

■軽快な走りをしっかりと支える骨格と、細部に施した 
空力処理による、高精度ボディ。 

■徹底した振動・騒音対策によって快適な移動空間を 

つくり出す、ハイレベルな静粛性。 

Super ManeuverabilitySuper Maneuverability
高い機動性 

Power PotentialPower Potential

SafetySafety

胸のすく走り 

安全性能 
Comfortable SpaceComfortable Space

Advanced FunctionAdvanced Function

快適・高機能・先進装備 
EcologyEcology
環境性能 

走りと質の高さを表現した 

リニアでパワフルな 

安心・快適で自在に操れる 
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イメージしたのは、動体としての彫刻。そして上級セダンの格調を革新することでした。 

レジェンドの価値は走りにあります。その価値を表現するには、クルマの性能をデザインすること。 

ノーズからキャビンに流れるような一体感のあるフォルムは、V6エンジンを横置きしているからできた 

このクラスにはないフォルムです。空力性能とデザインの両立にも徹底的にこだわりました。 

サイドウインドウのガラスとセンターピラーをあれだけ平面化した処理もほかにはないでしょう。 

そしてアルミ材の採用。フロントフェンダーの深く絞り込んだボンネットとのラインやトランクリッドの形状は、 

アルミ高速ブロー成形という新技術を開発したからこそ完成しました。 

Hondaの走りへのこだわりは、デザインさえも独自のものを生んだと言えると思います。 

新しい手法、新しい技術が生んだ、Honda独自の走りのデザイン。 

インテリアデザイン開発担当プロジェクトリーダー　渡辺　正博 

エクステリアデザイン開発担当プロジェクトリーダー　南　俊叙 

見やすい情報系の配置と新感覚の操作系で 

走ることに集中出来るコクピットとし、 

室内空間は「安心感」と「ゆとり」の両立を図りました。 

それを可能としたのが、木目パネルとセンターパネルで構成する 

特徴的な「Ｍ字ライン」モチーフ。 

立体的で表情豊かな木目パネルは匠の技ともいえる作りゆえの造形と言えます。 

さらに、コンパクトに設計したセンターパネルは、新たな価値を創造するとともに空間にゆとりを与えました。 

このコンパクト化も、プログレッシブコマンダーなどの新感覚操作系が可能にしています。 

また、革やファブリックなどの素材や丁寧な作りにもこだわり、上質で心地よい空間に仕上げました。 

乗った瞬間から、そしてあらゆるシーンで、その価値を感じていただけると思います。 

狙いは、走る楽しさと上質で心地よい空間の融合。 

ダイナミック性能を最大限に活かし、ゆとりの空間も確保した、超高密度パッケージング。 
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走りの性能と空間の広さを活かしきる、懐の深さ。 

SH－AWDや高出力エンジン、高性能シャシーなどによって高めた、 

「走る・曲がる・止まる」といったダイナミック性能をさらに最大限に活かすと同時に、上級セダンとしてのゆとりの空間も確保するために、 

無駄のないパッケージングを目指しました。メカニズムのひとつひとつを軽量・コンパクト化するとともに、重心や重量配分を考慮し緻密にレイアウト。

ゆったりとくつろげる空間を確保しながら、軽快かつ自在な走りを実現する高密度パッケージングを完成しています。 

キャビンを拡大しながら、軽快な走りを生み出すショート＆ワイドスタンスを実現。 
エンジンをコンパクト化するとともに横置きに配置

し、全長を65mm、ホイールベースを110mm短縮

しながら、室内長を30mm拡大。また、全幅

25mmのワイド化に対し、室内幅を40mm拡大。

室内高についても、SH－AWDを採用しながら

20mm拡大しました。このように、キャビンの長さ、

幅、高さのすべてにおいて従来モデル以上とし

ながら、軽快なハンドリングと高い走行安定性を

生み出すショート＆ワイドスタンスを実現しています。 

（比較数値はすべて従来モデル比） 

Distinctive Styling

■ボディサイズおよび室内サイズ（従来モデル比）単位：mm〈サンルーフ非装着車〉 

2025（＋30） 

1455（＋20） 

1845（＋25） 1515（＋40） 

1185（＋20） 

フロント1575（＋25） 
リア1585（＋45） 
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パッケージング 

2800（－110） 

4930（－65） 



Distinctive Styling
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走りのよさをボディ全体で表現し、細部に高品位のしつらえを施した、新しい上級セダンスタイリング。 

内に秘めた走りの資質を映す、高密度な存在感。 

空力を突き詰めたエアロフォルムに、走りの性能を凝縮させたデザインを目指しました。「エモーショナル・インゴット」をコンセプトに、内に秘めた 

高性能な走りを、塊（インゴット）感の強さで表現。スケッチ、モデリング、空力テストを繰り返し、自然に流れる豊かな面と勢いのあるシャープなラインを 

つくり出し、優れた空力性能を獲得するとともに、風が削った美しいフォルムを実現しています。 

また、「スポーティ」「アドバンス」「エクスクルーシブ」をキーワードに、フラッグシップセダンとして一歩進んだ「格」の創造を目指し、先進性や 

格調の高さを融合した新しい風格を追求。ディテールにも品のよいしつらえを施しながら、鋭さや精悍なイメージを持たせるなど、 

止まっていても動きだしそうな躍動感を表現。先進的で独自の存在感を放つ、新しい上級セダンスタイリングを創造しています。 

エクステリアデザイン 

ロー＆ワイドのフォルムと精悍な表情が圧倒的なスピード感を表現するフロントビュー。 
低い位置に配置したシャープなイメージのフロント

グリルと、その両端からフロントピラーに向かい

張りのある曲面を持たせながら広がるボンネット

フード。ブラッククロームメッキを施した鋭い表情

のヘッドライトと、その上部にまで大きく回り込んだ

なめらかな造形のフロントフェンダー。これらを、

バンパーを中心に融合させ彫りの深い表情を形

成。ロー＆ワイドのフォルムとあわせ迫力のある

スピード感を表現しています。 

 

 すっきり見せるワイパー回りのデザイン処理 

ワイパーは、ブレードの高さを抑えるとともに停止位

置を低くできるリンク機構を持つヒドゥン式フロント

デザインワイパーを採用。ワイパーを目立たなく

するとともに、空力性能にも貢献しています。また、

ボンネット後端に施したアッパーガーニッシュによ

るフロントガラスとのクリアランス極小化や、ウォッ

シャーノズルのアッパーガーニッシュ裏面への配

置など、ワイパー回りをすっきり見せる処理を施

しています。 

勢いのあるウェッジがダイナミックな印象を与えるサイドビュー。 
サイドウインドウの下からテールランプまで一気に

描かれたキャラクターラインと、低く構えたフロント

ノーズから、フォワードキャビン、短く切り詰めたリア

デッキまで、勢いよくつながるウェッジシェイプが

ダイナミックなサイドビューを生み出しています。

また、なめらかに仕上げた各ピラーや、フラッシュサー

フェス化したサイドウインドウで構成する三次元

キャビンが、空力へのこだわりを表現しています。 

 

 サイドウインドウの完全フラッシュサーフェス化 

ガラスにガイドを接着する構造としたことで、ピラー

ガーニッシュとガラスの段差をゼロにし、サイドウイン

ドウ全体をフラッシュサーフェス化しました。また、

センターピラーガーニッシュとクォーターピラーガー

ニッシュに高光沢処理を施すことでサイドウインドウ

を一枚のガラスのように見せています。 

スポーティとエレガントを兼ね備えたリアビュー。 
ワイドスタンスのボディに幅広タイヤ、ツインサイ

レンサーを組み合わせ、スポーティなイメージを持

たせるとともに、深い曲面を描くアルミブロー成形

のトランクリッドや、クリアな輝きを放つLEDを採用

したリアコンビネーションランプが、エレガントな

表情をつくり出しています。また、エキパイフィニッ

シャーとバンパーとの隙間を20mmまで小さくし

一体感を持たせたほか、サスペンションやサイ

レンサー本体を見えなくするなど、すっきりとした

見え方にもこだわっています。 

 
 クリアな輝きを放つLEDテールライト＆ストップランプ 

テールライトとストップランプにはLEDを円形状に立

体配置し、被視認性、応答性に優れたクリアな

光りを点灯します。 
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Photo：オプション装着車 Photo：オプション装着車 
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走りの期待感、包まれる安心感、広がりのある開放感、そして上質な豊かさなど、 
五感に訴えるインテリアデザイン。 

機能の追求と本物の素材感が醸す、真の造形美。 

センシュアス・ファンクショナリティ（五感に訴える機能主義）をコンセプトに、走る楽しさや上質感を空間全体で感じる、 

人の感性に訴えるインテリアを目指しました。エクステリアデザイン同様「スポーティ」「アドバンス」「エクスクルーシブ」をキーワードに、 

機能的で見やすい表示系レイアウトや新感覚の優れた操作系など、ドライビングに集中できるコクピットとしました。 

同時に、センターコンソールやドアライニング造形の工夫などによって、各席で安心感とともに開放感のある空間を実現。 

さらには木目調パネルやメタル調パーツなどの素材感や作り込みによって、上質で豊かな空間を生み出しています。 

Distinctive Styling

ワイド感と流麗な力強さを表現し、パーソナル感を演出する、 
M字ラインモチーフ・インストルメントパネル。 
インストルメントパネルから左右のドアまで回り込

む木目調パネルと、センターパネルとの組み合わ

せで「M」字型の構成とすることで、空間全体

にワイド感と流れるような力強さを表現しながら、

左右それぞれの膝まわりの空間にゆとりをもた

らしました。しかも、スラントしたインパネ形状と

することで、前方への開放感を高め、ナビゲー

ションディスプレイは視線移動の少ない見やす

い位置にすっきりと収めています。また、ドアライ

ニングは肩部の断面形状を削いだ造形とする

ことで広がり感や爽快感をつくり出しています。 

 立体的な造形で質感を深めた 
 木目調パネルやメタル調パーツ 

木目調パネルは、表面に板を貼り

込むような処理ではなく、立体感を

持たせることで、削りだした無垢

材のような重厚感や暖かみのある

自然な風合いを表現。インパネとド

アの木目がきれいに合うように精

密な加工を施しています。メタル

調パーツにおいても立体的な造形

とし、力強く硬質なイメージを表現

しています。 

見やすく、美しく、落ち着きのある、 
立体自発光メーター。 
ブルーグラデーションの文字盤を最も奥に配し、

これをLED間接照明で照射。その手前に数

字を印刷したアクリル板をレイアウトしてエッジ

を光らせることで、数字が浮いて見えるように

しました。奥行き感や立体感を表現しながら、

クリアで見やすく、しかもシックな雰囲気を

演出します。 

多彩な情報を表示するマルチ 
インフォメーション・ディスプレイ。 
スピードメーター下部に、さまざまな情報を表示す

るマルチインフォメーション・ディスプレイを設置。燃

費や平均車速などのドライブ情報や各種ワーニン

グはもちろん、SH－AWDの作動状況など多彩な

情報を表示します。また、各種電装機器の設定を

ユーザー自身でカスタマイズできる機能を備えてお

り、この画面で設定を行うことができます。 

夜間の室内を上品に照らす 
ブルーイルミネーション。 
コンソールボックス、リアアームレスト部、前・後席

左右の足元を上品に照らすブルーイルミネー

ションを設置。スモールランプと連動して作動し、

室内を上品に照らします。また、全ドアにカーテ

シランプを装備したほか、フロントドアおよびリア

ドアのインナーハンドルやフロントドアのドア

ポケットにも照明を備えるなどインテリアの各所

に使い勝手のよい照明を装備しています。 

室内をより上質に演出する 
レザーインテリア。（メーカーオプション） 
柔らかく自然な風合いの本革をシートに施した、

レザーインテリアを設定。柔らかい触感と優れた

耐久性を持つレザーを採用し、パンチングレザー

とスムースレザーを組み合わせました。また、ドア

ライニングの内側部分はパンチングウレタンレザー、

アームレストはウレタンレザーとしています。 

スポーティと上質を兼ね備える 
スウェード調シートファブリック。 
標準装備のシートファブリックは、毛足に適度な

長さを持たせ徹底的に密度を高めることで、硬く

しまっていながら表面はスウェードのようなとても

ソフトでなめらかな触感を実現。スポーティかつ

上質な風合いに仕立てました。 
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インテリアデザイン 

SH－AWD作動状況表示 

燃費表示 

警告表示 

カスタマイズ表示 

Photo：オプション装着車　カットボディによる撮影 

Photo：オプション装着車　カットボディによる撮影 

Photo：オプション装着車　カットボディによる撮影 
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クラフトマンの技を集めて深みを求めた、フラッグシップならではのデザインクオリティ。 

質への飽くなき追求が果たした、こだわりの意匠。 

Hondaのフラッグシップセダンとして最高の品質を求め、製造部門などとの連携をこれまで以上に強化し、新たな技術を数々投入。 

インテリアにおいては、風合いや触感などの本物感にこだわり、最新技術と匠の技を融合するなど 

多方面の英知を結集し、すべてに質の高いデザイン品質を達成しています。 

Distinctive Styling

エクステリアデザインの 
新しい表現を可能にした 
アルミ高速ブロー成形技術。 

天然木ならではの質感を表現した、天童木工製の本木目パネル。（エクスクルーシブパッケージ） 
インテリアの特徴であるM字ラインモチーフをさら

に質感高く表現するために、インストルメントパネ

ルにはカーリーメイプルというカエデ独特の美し

い縮み模様が入った本木目材を採用しました。

高級家具や楽器の外装材として用いられるこの

木目材を、高級家具メーカーとして知られる天童

木工の手により高度に加工。これにより、絞りの

深い立体的なボリューム感と、見る方向によって

表情を変える天然木ならではの深い味わいを

持つ、高品質な本木目パネルを完成しています。 

アルミ外板を高品質に仕上げる、 
セルフピアスリベット接合。 
アルミを採用したボンネットフードとトランクリッド

の構成部品の接合に、熱を一切使わないセル

フピアスリベットを採用。従来のスポット溶接に

対し、熱や火花による微細な変化をも抑え、高

品質な外板に仕上げるとともに、電力消費の削

減にも貢献しています。 

手作業による工程を施し、 
圧倒的な輝きと深みのあるコントラストを実現した、超高外観塗装技術。 
塗装の肌を平滑に美しく仕上げることができ、

高級感のある表現を実現する新しい塗装技

術「超高外観塗装」を採用。ボディカラー全

6色に対応しています。生産ラインにレジェンド

専用塗装ラインを増設し、さらに熟練した職人

による精密な作業工程を設けるなど、極めて高

い品質を追求しています。 

 塗装プロセス 

従来のシングルクリアは、電着という下塗り処理

の上に、第1中塗り、第2中塗り、ベース、クリアを

重ねていきます。これに対し超高外観塗装は、中

塗りの後に熟練した職人の手により丹念に水研

ぎを行い表面を平滑化。さらにクリアを2回重ね

て塗り、クリア層の厚みを増すことで、より深みの

あるコントラストを実現しています。また、新設定

カラーのセレスティアルシルバー・メタリックには

大粒径アルミ光輝材を採用。これまでにない輝き

を持つ金属感を表現しています。 

微細なシボ表現と 
しっとりとした質感を実現した、 
ウレタンスプレー表皮。 

■塗装プロセス比較図 

シングルクリア塗装 
超高外観塗装 

（ダブルクリア＋水研ぎ） 
オーバー 
コートクリア 

水研ぎ 
中塗り 

����
���� � � 	 
 � �� � ��	

デザインクオリティ 

フロントフェンダーとトランクリッドに高圧ガスを

利用した新しい成形技術を採用。板状のアルミ

材を高温状態にし、高圧ガスの圧力で「上型」

に押し付けることで成形します。これにより、アル

ミの合金技術とあわせ、従来のプレス成形に

対し約10倍もの延びを実現。複雑な造形を可

能にします。また、ア

ルミ材の急速加熱

技術の向上によって

生産速度を約1/10

に短縮することで、

量産化を可能にし

ました。 高圧ガス 

アルミ素材 

■アルミ高速ブロー成形説明図 
クリア 

第2中塗り 
第1中塗り 

電着 

鋼板 

べース 

上型 

インストルメントパネルとドアライニングアッパー

部に、彫りの深い革のイメージとソフトな質感を

統一して持たせるために、新たなウレタンスプ

レー製法による表皮を採用しました。レーザー

エッチングによる革シボ模様が彫り込まれた金

型に、ウレタン表皮材をスプレー塗布。その表

皮材を基材にセットし隙間にウレタンを注入し

て発泡させます。これにより、高密度なシボ模

様としっとりとした風合いを表現することができ、

上質な空間演出を実現しています。 

写真は塗装プロセス説明のためのものです。 
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どんな道路環境でも、たとえ長距離であっても、ストレスなく移動できること。 

アクセルを踏んだ分だけ意のままに加速できること。 

そのためには、パワーに大きなゆとりが必要です。 

しかも、SH－AWDの特性をフルに活かすためには全域でトルクフルなエンジンでなければなりません。 

これらを達成するためには、たとえばV8で4rのような大きなエンジンにするという選択もありますが、 

レジェンドでは低燃費や4つ星のクリーン性能を獲得することも必須でしたから、安易に排気量を大きくするべきではないと考えました。 

そのうえ、レジェンドのいちばんの狙いである運動性能という面から言っても、大きく重いエンジンでは不利となってしまいます。 

こうしたことから、V6 3.5rがベストバランスだと確信しました。 

さらにV6のバンク角を60°に設定し、補機類の工夫やアルミ材の採用など、徹底的な軽量・コンパクト化を行っています。 

V6 3.5rで300馬力、最高レベルのクリーン性能、しかも軽くてコンパクト。 

実にHondaらしいエンジンに仕上がったと思います。 

エンジン開発担当プロジェクトリーダー　瀧田　正文 

高出力で4つ星のクリーン性能。しかも軽く小さく。 

走りの性能を高めるために軽量化は絶対条件といえますが、重要なことは、どんな軽量素材を、どこに、どう使うかです。 

アルミといっても、鋳造や鍛造、押し出し、バルジ成形といったさまざまな製法がありますし、 

マグネシウム素材が有効な場合もあります。これらをそれぞれの部材や形状、さらには組立の合理化など、 

素材の特性を活かしきることで、初めて効果的な軽量化が実現できるのです。 

素材開発担当プロジェクトリーダー　柴田　勝弘 

走りのために、素材の特性を活かしきる。 

��

ゆとりある300馬力を実現しながら、軽量・コンパクトに。 
さらに最高レベルのクリーン性能を達成した、V6 3.5rVTECエンジン。 
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SH－AWDの軽快な運動性能とのバランスをマッチさせ、なおかつゆとりある力を注ぎ込むために、 

V型6気筒レイアウトに3.5rの排気量を選択したうえで、まずは大幅な出力向上に取り組みました。Honda独創のVTEC機構を核に 

吸・排気効率を徹底して高めるとともに高圧縮比化することで、低回転域から高回転域まで全域にわたり強力なトルクを発生。 

221kW[300PS]/6,200rpm、353N･m[36.0kg･m]/5,000rpmの圧倒的なパフォーマンスを達成し、 

街中から高速走行までゆとりのある力強さを発揮します。同時に、徹底的な軽量・コンパクト化によって運動性能のさらなる向上に貢献。 

また、ハイレベルなクリーン性能も達成し、国土交通省「平成17年排出ガス基準75%低減レベル」認定を取得しています。 

燃焼効率を突き詰め、全域フラットな高出力・高トルクを達成。 
吸気バルブ径を従来モデルに対し3mm拡大し、

吸気効率を向上。圧縮比を11.0まで高めながら、

高精度なノックコントロールシステムの開発や、V

バンクの根元からオイルを吹き上げ効果的にピ

ストンを冷却するピストンオイルジェットの採用に

より、耐ノッキング性能も向上。ノック検知精度

を高めることで点火タイミングを早めています。

また、吸・排気システムや高圧縮比化に合わせ

てバルブタイミングを最適化し、吸気効率を最大

限に高めています。 

吸気効率を高め、軽量化も図った、 
共鳴切り替え機構付アルミダイカスト 
2ピース・インテークマニホールド。 

高出力と静粛性を両立した、 
可変流量サイレンサー採用フルデュアル 
エキゾーストシステム。 
床下キャタライザーの直後から2本のパイプに

分かれるフルデュアルエキゾーストシステムを

採用。プリチャンバーも独立させることで流量を

大幅に増大するとともに、静粛性にも貢献して

います。さらに可変流量サイレンサーを採用し、

低回転域での静粛性と高回転域での高出力

を両立しています。 

Power Potential
V6 3.5rVTECエンジン 

●VTEC機構 
●高圧縮比化 
●バルブ径サイズアップ 

●共鳴切り替え機構付 
　アルミダイカスト2ピース・インテークマニホールド 

●可変流量サイレンサー採用 
　フルデュアルエキゾーストシステム 

New レジェンド 221kW［300PS］ 

従来モデル 158kW［215PS］ 

+40PS

+20PS

+25PS

■出力向上手法 

エンジン本体 

吸気システム 
 

排気システム 

■VTEC+吸気システム作動イメージ 

■アルミダイカスト2ピース・ 
　インテークマニホールド構造図 

■可変流量サイレンサー採用 
　フルデュアルエキゾーストシステム構造図 

低速バルブタイミング＋共鳴過給 

エンジン回転数 

＋慣性過給 高速バルブタイミング＋慣性過給 

吸
入
空
気
充
填
効
率 

VTEC低回転用カム VTEC高回転用カム 

共鳴切り替えバルブ 

VTEC

ストレスなく軽やかに走り抜く、ゆとりの力強さ。 
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可変流量サイレンサー 

可変流量バルブ 

高回転時に加わる流れ 
低回転時の流れ 

共鳴過給と慣性過給をそれぞれ効果的に利用

できる可変吸気システムを採用。アルミを射出

成形した2つのピースを合わせたモナカ状の中

空構造とすることで、軽量化とともに表面をなめ

らかに仕上げること

ができ、吸気効率を

向上。さらに吸気口

を大径化するなど、

効率をいっそう高め

ています。 



ダイナミック性能向上に貢献する軽量・コンパクト設計。 

エンジンの力強さを引き出すとともに、上質な変速フィールとスポーティな操作性を実現した、 
5速オートマチックトランスミッション（Sマチック）。 
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ドライバーの意思とリニアに呼応する、操る楽しさ。 

V6 3.5rVTECエンジンの全域にわたる高い動力性能を引き出すとともにコンパクト化を達成した、 

5速オートマチックトランスミッションを採用しました。発進・加速性能とクルーズ燃費を両立するギアレシオ設定としたうえで、 

ドライバーの意思に忠実なシフト制御や変速ショックの低減など、上質なシフトフィールを実現。また、スポーティなマニュアル感覚の 

パドルシフトも採用するなど、操る楽しさをいっそう高めています。 

高回転・高出力に対応しながら 
コンパクト化を達成。 
平行4軸構造、高強度化、超薄型トルクコンバー

ターの採用により、コンパクト化を実現。また、AT

クラッチや軸受けベアリングの容量を増やすととも

に、各部の締結ボルトの本数、サイズを上げるな

ど剛性を高め、高回転・高出力に対応。トルクコン

バーターへの高強度材採用やギア歯面への特

殊処理など耐久性にも考慮しています。さらに、

SH－AWDや高性能ブレーキの採用に対応し、

旋回時や制動時に大きなGが発生する場合でも、

トランスミッションオイルの移動によるオイルへのエ

ア混入を抑えるミッションケース形状としています。 

よりマニュアル感覚の操作が楽しめる、 
新V6用Sマチック制御。 

国土交通省「平成17年排出ガス基準75％低減レベル」認定を取得した 
優れたクリーン性能。 
シリンダーヘッド内で燃焼ガスを集合させる

エキゾーストマニホールド一体構造とし、両側の

シリンダーヘッド直下に高密度キャタライザーを

設置。燃焼ガスの熱損失を大幅に低減し、キャタ

ライザーの早期活性化を実現することでコール

ドスタート時の浄化性能を高めています。さらに、

床下にもキャタライザーを設置することで確実

に排出ガスの浄化を行います。また、直下型

キャタライザーそれぞれにリニアA/Fセンサー

およびO2センサーを配置し、空燃比を細かく制御。

さらに高霧化インジェクターを採用したうえで

きめ細かな制御を行い、より完全に近い燃焼を

実現することで燃焼ガスそのものをクリーン化。

その結果、国土交通省「平成17年排出ガス基準

75％低減レベル」認定を取得しています。 

速度に応じてスロットル特性を最適に制御する、 
車速応動DBW（ドライブ・バイ・ワイヤ）。 
アクセルペダル操作をセンサーで感知し、スロット

ルバルブを電子制御することで自然でリニアなア

クセルフィーリングを生み出すDBWをさらに進化。

アクセルペダル開度に対するスロットルバルブ

開度を車速に応じて変化させることで、よりコント

ローラブルな走りを実現しています。 
 

 低速域 

アクセルペダル開度に対してスロットルバルブ開度

を抑えてなめらかな発進を実現。 

 
 中速域 

アクセルペダル開度に忠実にスロットルバルブ開

度を制御し、リニアなフィーリングを獲得。 

 
 高速域 

アクセルペダル開度に対してスロットルバルブ開度

を大きくし、パワフルな追い越し加速を実現。 

よりリニアなフィーリングが得られる 
DBW一体型オルガンペダル。 

V型6気筒レイアウトのバンク角を、従来モデルの

90°から60°に狭めたうえで、エンジン補機類の駆

動に採用したサーペンタイン式ベルトや、高強度

タイミングベルトの採用、シリンダーヘッド一体構

造のエキゾーストマニホールドなどによりエンジン

の全幅で36mm、全長で61mmものコンパクト化

を達成しました。さらに、シリンダーヘッドカバーに

はマグネシウムを採用し、アルミダイカストインテー

クマニホールドの採用とあわせて軽量化も実現。

ダイナミック性能の向上に大きく貢献しています。 

■エンジンサイズ比較図（Honda測定値） 

■排気システム図 

「平成17年排出ガス基準75％低減レベル」 
 認定車表示マーク 
平成17年排出ガス規制のNMHC、NOxについて 
基準値を75％以上下回る優秀な環境性能を達成した 
車両に与えられます。 

V6 3.5rVTECエンジン 
最高出力＊ 221kW［300PS］/6,200rpm 
最大トルク＊ 353N･m［36.0kg･m］/5,000rpm 
燃料消費率※ 8.6km/r
国土交通省「平成17年排出ガス基準75％低減レベル」認定 
＊ネット値　※10・15モード走行（国土交通省審査値） 

■V6 3.5rVTECエンジン性能曲線図 

リニアソレノイドによるダイレクト制御を全段に採用

することで、タイムラグの少ない変速を可能にしま

した。これにより、従来の5速→3速の飛び変速を、

5速→4速→3速の順次変速に設定し、高速走行

時のスムーズな加速を実現。一般道での使用頻

度の高い4速→2速の飛び変速を可能とし、ワ

インディング走行などでの鋭い加速を実現します。 

 

 ダイレクト制御により、変速ショックを低減 

従来の5速ATでは、アキュームレーターの油圧に

よってクラッチ圧をコントロールする間接的な制御

であったのに対し、リニアソレノイドによるダイレクト

制御とすることで、よりきめ細かな油圧制御が行え、

ニュートラルからDレンジあるいはRレンジに入れたと

きのインギアショックや、キックダウン時の変速ショック

を低減しています。 

不要な変速を抑える新シフトホールド制御。 
走行状態に応じて知能的なシフト制御を行うプロ

スマテックを進化させ、ドライバーのシフト感覚によ

り近い制御を行うシフトホールド制御を採用。D

レンジでの走行時に、ドライバーのアクセル操作や

車速変化などから走行状態を瞬時に判断し、最

適に変速を制御します。ワインディングなどでのス

ポーティな走行時には、アクセルのオン／オフによ

る不要なシフトアップを抑え、充分なエンジンブレ

ーキやタイムラグのない鋭い加速が得られます。こ

のシフトアップ制御に加えアクセルペダルの踏み

込み速度に応じて不用意なシフトダウンを抑える

新制御を追加しました。高速走行からの再加速

時など、アクセルをゆっくり踏み込んだ場合はその

ギアをキープし、緩やかな加速が得られます。 

ガングリップタイプシフトノブに加え、 
パドルシフトを採用。 
Sマチックでの変速操作がしやすく、スポーティな

イメージのガングリップタイプを採用。リンク部に

樹脂ブッシュを追加することで、なめらかでしっと

り感のある操作フィーリングも獲得しています。ま

た、ステアリングホイールから手を放さずにシフト

操作ができるパドルシフトを装備。よりスポーティ

なマニュアル感覚の変速操作を楽しめます。 

冷却効果を高める 
ATF専用クーラーを採用。 
高い運動性能を活かした走行によるATFの

温度上昇に備え、空冷タイプの専用クーラーを

設置し、クーリング性能を高めています。 

DBW制御によるスノーモード。 
従来のスノーモードはトランスミッション制御によっ

て2速発進させていましたが、レジェンドではDBW

によるスロットル制御によってトルクを制御し、雪道

での発進をスムーズにしています。 

床下キャタライザー 

直下型キャタライザー 

リニアA/Fセンサー 

O2センサー 

Newレジェンド －36mm

従来モデル 

Newレジェンド －61mm

従来モデル 

ペダルの支点とアクセル操作をするかかとの位置

を接近させることで、リニアなペダルフィールを実

現するオルガンペダルとDBWセンサーを一体化。

完全なワイヤーレスとすることでペダルフィールの

セッティングをきめ細かく行え、よりリニアな操作感

を獲得しています。 

加速性能と燃費性能を両立する 
レシオ設定。 
1～4速ギアをローレシオ化して発進・加速性能

を向上。5速ギアについては従来モデルの4速ギ

アよりもハイレシオ設定とすることで、クルーズ燃

費を向上しています。 
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5速オートマチックトランスミッション V6 3.5rVTECエンジン 

パドルシフト（右=シフトアップ） 

パドルシフト（左=シフトダウン） 
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アクセル操作 

従来制御 

新シフトホールド制御 

シフトダウン制御 

シフトアップ制御 

従来のV6用ATでは1レンジのみでしかできなかっ

た1速ホールドを、Sマチックで可能にしました。これ

により手動での1速へのシフトダウンも可能となり、

よりマニュアル感覚の変速操作を実現しています。

また、Sマチックでの全段ホールドが可能となった

ため、ATセレクターは、1、2レンジを廃止したD3、D、

N、R、Pの5ポジションにシンプル化しています。 

全段ダイレクト制御により、 
さらに俊敏な走りを実現。 



エンジンはますます高出力に進化しています。 

とはいえ、どんなに高い駆動力であっても、タイヤと路面の摩擦力を超えて伝えることはできません。 

そのためにトラクションコントロールで出力を絞ったり、雪道などでは２速発進する場合があります。 

しかし本来、高出力はいざという時に性能を発揮するためにあるはずです。 

そんな時、頭に浮かんだのが、４本の足で自由に駆け回る動物の姿でした。 

いざという時には路面を選ばず４本の足で素早くダッシュし、しかもその４本の足で思いのままに曲がる。 

SH－AWDの原点はここにあります。四輪の駆動力を自在に制御して、走ることにも曲がることにも使う。 

単なる４ＷＤの次元を超えた走りになるという予感がありました。 

これまで旋回時に走行状況や路面状態に応じてアクセルやハンドルの操作を修正していたのが、 

自然な操作で狙ったラインをトレースすることが可能になったのです。 

しかも、四輪の駆動力を常に最適に制御するため、無理に舵を当てたりアクセル操作を行うより、 

タイヤの能力をフルに発揮でき、高い旋回性能が得られます。 

さまざまなシーンで安心して走りを楽しむことができる爽快感。 

疲労感なく走れた、スムーズに運転できた、と実感できると思います。 

「クルマを運転することはこんなに楽しいんだ」と多くのオーナーに感じていただければ本望です。 

SH－AWD開発担当プロジェクトリーダー　國井　力也 

新次元の「走る楽しさ」をすべての方に。 

S u p e r  H a n d l i n g  A l l - W h e e l - D r i v e
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SH－AWDによって飛躍的に進化した運動性能と、高出力エンジンの圧倒的な動力性能を最大限に発揮するために、セダンという概念を超えた 

徹底的な軽量化を実施。最新の素材技術や製法を投入し、ボディ骨格の随所に高張力鋼板（ハイテン材）を多用したうえで、ボディパネルや足回りの

大幅なアルミ採用や、マグネシウム、CFRP（炭素繊維強化プラスチック）などの軽量素材も積極的に採用。その結果、従来技術、従来素材で 

開発した場合に対して、軽量素材採用と合理化設計の相乗効果によって約151kgもの軽量化を達成し、運動性能をさらに向上しています。 

徹底した軽量化により優れたパワーウェイトレシオを達成。 
エンジンの高出力化と徹底した軽量化によりパワーウェイトレシオを飛躍的

に向上。従来モデルの7.86kg/PSに対し、5.87kg/PSを達成し、優れた加

速性能を実現します。（従来モデル／エクスクルーシブタイプとの比較） 

 ハイブリッド構造アルミサブフレーム 

昇温したアルミパイプを加圧した空気で造形する

Honda独自の熱間バルジ成形による部材と、大き

く複雑な形状にできる鋳造部材を溶接でつないだ

ハイブリッド構造を採用。成形自由度を高め、大幅

な軽量化・高剛性化を実現したほか、成形精度も

高めています。鉄でつくった場合と比較し、約38％

（約19kg）の軽量化を達成しています。 

 

 ピーリングレス・アルミ鍛造フロントサスペンション・ロアアーム 

アルミ鍛造は、溶かしたアルミを鋳造してできるビ

レットという棒状の素材を鍛錬してつくり上げます。

従来製法では冷却速度が低いためビレット表面に

しわが発生し、鍛造前にしわを削り取るピーリング

工程が必要であるのに対し、新製法では、添加剤

の最適化によって材料そのものの粘り気を高める

とともに、急速冷却によりビレット表面を平滑化する

ことでピーリング工程を削減。また、材料の高い粘

り気と急速冷却による微細組織化によってビレット

そのものの靭性を向上することで複雑な形状を可

能にしています。 

［鉄と比較して約43％（約2.5kg）の軽量化］ 

 

 高靭性アルミ鋳造リアサスペンション・ロアアーム 

通常用いられるアルミの鍛造では複雑な形状がつ

くりにくいことから、高い靭性を実現するアルミ鋳造

技術を採用し、本部品向けに専用開発。粉体離型

剤により溶かしたアルミの加圧射出を可能にし、水

冷制御された金型に接触させることで結晶組織を

微細化し、高い靭性と軽量化を実現しています。 

［鉄と比較して約35％（約2kg）の軽量化］ 

 

 軽量・高剛性アルミバンパービーム（フロント／リア） 

従来のアルミ合金に対し、より強度の高いアルミ合

金を採用。合金中のマグネシウム、亜鉛の添加量

を最適化し、さらに強度を向上。また、ジルコニウム、

クロム、マンガンを適量添加することで繊維状のア

ルミ組織を形成し、耐久性を高めています。 

［鉄と比較して約36％（約4kg）の軽量化］ 

 

 アルミ高速ブロー成形によるボディパネル 

ボンネットフード、フロントフェンダー、トランクリッドに

アルミ材を採用。フロントフェンダーとトランクリッド

については、通常のプレスの約10倍の延びを実現

し、複雑な形状のものを一体で成形できるアルミ高

速ブロー成形技術を用いています。トランクリッド

のインナーは、従来のアルミプレスでは3分割する

必要があったのに対し、新技術では一体成形を

可能にしたため軽量化に大きく貢献しています。 

［ボディパネル全体で鉄と比較して約47％（約7.6kg）の 

軽量化］ 

アルミ トランクリッド（高速ブロー成形） マグネシウム 
フロントシートバックフレーム 

軽量吸音フロアマット 
アルミ フロントフェンダー（高速ブロー成形） 

高周波焼き入れ処理　センターピラー 

薄肉フューエルフィラーパイプ 

アルミ ボンネットフード 

アルミダイカスト 2ピース・インテークマニホールド CFRP プロペラシャフト 

アルミ リアサブフレーム 

アルミ リアバンパービーム 

アルミ鋳造 リアロアアームB 

アルミ鍛造 リアコントロールアーム 
アルミ鋳造 リアナックル 

アルミ鍛造 リアアッパーアーム 

アルミ リアブレーキキャリパー 

アルミ押出し リアロアアームA 

マグネシウム シリンダーヘッドカバー 
アルミ フロントサブフレーム 

アルミ マウントカラー 

アルミ ブラケット類 

アルミ フロントバンパービーム 

アルミ鍛造 フロントロアアーム（ピーリングレス） 

アルミ鍛造 フロントナックル 
アルミ鍛造 フロントアッパーアーム 

アルミ フロントブレーキキャリパー 

を達成 
－151kg－151kg

（従来技術・従来素材比） 

アルミを多用し、新素材、新製法を投入して徹底的に突き詰めた、軽量パッケージング。 

走りの追求から導き出した、「軽い」という性能。 
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軽量化技術 

Power Potential
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四輪の駆動力を自在にコントロールするダイレクト電磁クラッチ機構。 
これまでの4WDシステムは、センターディファレン

シャルで前後輪の駆動力を配分するものや、リ

アディファレンシャルで後輪左右の駆動力を配

分するものがほとんどであるのに対し、SH－

AWDではリアドライブユニットに備えた左右一

対のダイレクト電磁クラッチにより、前後輪、後輪

左右の駆動力を同時にかつ連続的に自在コン

トロールします。 

 
 基本制御 

駆動力は、後輪のダイレクト電磁クラッチの締結力

を制御することでコントロールします。後輪左右の

駆動力が可変すると同時に前輪の駆動力も可変

することで、四輪の駆動力制御を行います。電磁

クラッチは左右独立に制御できるため、前後駆動

力配分と後輪左右の駆動力を自在に制御できます。 

  

  構造・作動 

コイルに電流を流すことで発生する電磁力で直接

多板クラッチを制御する機構を世界で初めて採用。

メインコイルに電流を流すと磁力が発生し、磁性

体が電磁石に引き寄せられ、ピストンを介してク

ラッチを直接押し付けます。押し付け力は電流量

によりきめ細かく制御できるため、駆動力を自在に

コントロールすることができます。 

 
 サーチコイル磁束モニター制御 

電磁石と磁性体のあいだのクリアランスはわずか

しかなく、このクリアランスが変化した場合、電流

量に対するクラッチの押し付け力が変化し、正確

な駆動力を伝達できなくなります。このため、サー

チコイルにより磁束の変化をモニターし、電流量を

補正することによってクルマの生涯にわたり高精

度の駆動力制御を実現しています。 

 

 倍力機構 

通常、大きな駆動力を扱うには大きなクラッチ板や

大きな押し付け力が必要となり、メインコイルに流

す電流も大きくなります。倍力機構は、ハイポイド

ギアから伝達される駆動力をプラネタリギア機構

を用いてトルクを増大（倍力）し、ドライブシャフトに

出力。大きな駆動力を軽量・コンパクトなユニット

で扱え、しかもきめ細かい制御を実現しています。 

ピストン 

電磁石（ヨーク） 

磁性体（アーマチュア） 

出力 （ドライブシャフト） 

メインコイル 

サーチコイル 

クリアランス 

倍力機構（プラネタリギア） 
リングギア（入力） 
サンギア（トルク制御） 
プラネタリキャリア（出力） 
 

入力 （ハイポイドギア） 

クラッチ 
■ダイレクト電磁クラッチ構造図 

■リアドライブユニット構造図 

旋回時の外側後輪への駆動力伝達 
を可能にする、世界初の増速機構。 
旋回時に外側後輪が前輪左右の平均軌跡（前

輪車軸中央を通るライン）より外の軌跡を通る

場合、前後輪が同じ回転数では外側後輪が前

輪回転数に追いつかず、そのため外側後輪に

駆動力を伝達できなくなる現象が生じます。そ

こで、前輪よりも後輪の回転数を増やす必要が

あります。SH－AWDは、ギアの切り替えによっ

て後輪の回転数を前輪回転数に対して増速す

る世界初の増速機構をリアドライブユニットに内

蔵。旋回時の前後輪の軌跡の違いによらず、

外側後輪の駆動力制御による優れた旋回性能

を最大限に引き出すことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 ギアを切り替え、約5％増速 

直進時などでは増速を行わないため、増速機構

内のプラネタリキャリアとプラネタリギアは一体回

転しており、プロペラシャフトとも一体で回転して

います。増速が必要な条件になるとプラネタリ

キャリアがケースに固定され、駆動力はプラネタ

リギアを介してハイポイドギアに伝達されます。

このときのギア比が約5％増速されるように設定

しています。 

■前輪左右の平均軌跡と外側後輪の軌跡イメージ図 

旋回時は、外側後輪は前輪左右の平均軌跡よりも 
外側の軌跡を通るため、その分速く回転させないと 

充分な駆動力を伝達できない。 

外
側
後
輪
の
軌
跡 

前
輪
左
右
平
均
軌
跡 
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ダイレクト電磁クラッチ 

増速機構 
増速切り替え用クラッチ 
ハイクラッチ＆ロークラッチ 

増速プラネタリギア 

増速用 油圧制御系 

ハイポイドギア 

左側ソレノイド 

左側倍力プラネタリギア 

左側クラッチ 右側クラッチ 

右側倍力プラネタリギア 

右側ソレノイド 

前後、左右へ独立可変かつ  
高精度にトルクを配分する 

直進時は前輪と一体で回転する 
旋回時は後輪の回転を増速する 

前後輪と後輪左右の駆動力を自在にコントロールし、安定して曲がる。 
世界初、四輪駆動力自在制御システム［SH－AWD］。 

「四輪の駆動力を曲がる性能にも活用する」ことで、旋回性能を飛躍的に向上。 
四輪それぞれにかかる接地荷重（路面に押し

付けられる力）は、走行状況によって変化します。

旋回時は外側輪の接地荷重が増大し、加速時

は後輪の接地荷重が増え、減速時は前輪の接

地荷重が増えます。一方、タイヤが発生できる力、

つまり路面への伝達能力は、接地荷重が高い

ほど大きくなります。例えば、左旋回加速時は右

側後輪の伝達能力が高くなり、その右側後輪に

多くの駆動力を与え伝達能力をフルに活かすこ

とで、優れた旋回能力を発揮することができます。

そこで、SH－AWDはドライバーの運転操作や

走行状況に応じて、前後輪の駆動力を70：30～

30：70の範囲で可変配分すると同時に後輪の

駆動力を左右で100：0～0：100の範囲で制御し、

これらを連続的に行うことで、四輪それぞれの

駆動力を常に最適となるようにコントロールします。 

 

駆動力を活かし切り、ドライバーの操作に 
忠実な旋回性能や高い車両安定性を発揮。 

Super Maneuverability
SH－AWD

■接地荷重および駆動伝達能力イメージ（旋回加速時） 
 

■SH－AWD作動イメージ（加速アンダーステア低減） 

■駆動力可変範囲 

●前後輪駆動力配分イメージ 

●後輪左右駆動力制御イメージ 

前後輪の駆動力を70：30～30：70の範囲で連続可変 

後輪に配分された駆動力をさらに左右へ 
100：0～0：100の範囲で連続可変 
（後輪に駆動力を最大に配分した場合の可変制御イメージ） 

35 3570

30
15 15

接地荷重が増える 
 

駆動伝達能力が高まる 

15 1530

70
35 35

連続可変 

1530

70
70 
（100％） 

0 
（0％） 

1530

70

15

70 
（100％） 

15

0 
（0％） 

連続可変 

New レジェンド 

SH－AWDなし 

外側後輪に大きな駆動力を伝達 

SH－AWDは、四輪の駆動力を最適にコントロー

ルし、タイヤの能力をフルに発揮することで、旋回

性能向上、直進安定性向上、駆動性能向上を実

現。あらゆる状況で優れた走行安定性と、ドライ

バーの操作に限りなく忠実で爽快なハンドリング

を獲得しています。 

 
 旋回性能向上 
SH－AWDは旋回時に外側後輪へ大きな駆動力

を伝達し内向きのヨーモーメントを発生することで、

車両を内側へ向けようとする力が働きます。この力

は前輪のコーナリングフォースと同じ働きをするため、

前輪はより少ないコーナリングフォースで旋回でき

るようになります。しかも、四輪それぞれの接地荷

重に応じた適切な駆動力を与えるため、各輪の接

地路面への伝達能力を使い切ることができ、旋回

性能が大幅に向上します。旋回中にアクセルを踏

み込むと、操舵輪である前輪から後輪へ荷重が移

動し、前輪の接地荷重が減少します。反対にアクセ

ルをOFFにすると前輪の接地荷重が増大します。

これらにより前輪のコーナリングフォースが変化し、

狙った走行ラインに対してアンダーステアやオー

バーステアが起きる場合があります。SH－AWDは、

旋回加速時に外側後輪へ大きな駆動力を伝達、

内向きのヨーモーメントを発生することで、前輪の

コーナリングフォースの負担を低減し、減速時にも

後輪の駆動力を抑制することでコーナリング中の

アクセル操作に対するステア変化を抑え、狙った

走行ラインをスムーズにトレースします。 

 
 直進時の安定性向上 

直進時は前後輪の配分のみとなります。発進時

や急加速時は荷重が後ろに移動することから後

輪への配分を増やし、駆動性能を向上します。また、

クルーズ時は後輪への配分を減らし、優れた直

進安定性を発揮するとともに低燃費に貢献します。 

ドライバーの運転操作に対してクルマがいかに忠実に応えるか。その一体感をこれまで以上にハイレベルなものにするためには、 

特に旋回時におけるビークルダイナミクス（運動性能）の向上が重要であると考えます。そこで、極めて安定した旋回能力を発揮するために、 

四輪に駆動力を与えながら、前後輪と後輪左右の駆動力を自在にコントロールする世界初のシステム、SH－AWDを開発しました。 

SH－AWDは、前後輪に駆動力を可変配分するとともに、後輪に配分した駆動力を左右で可変し、 

あらゆる走行状態において、四輪それぞれのタイヤの能力を最大限に引き出します。 

駆動力を走るためだけでなく曲がる性能にも活用し、クルマの運動性能をこれまでにないレベルに引き上げています。 

四輪で思いのままに駆け抜ける、一体感。 

加速G

旋回G
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シャシーのコンセプトは、高性能な走り味と高品位な乗り味を妥協なく両立させることでした。 

シャシーのポテンシャルが高くなければ、SH－AWDや300馬力の性能は発揮できません。 

特にサスペンションパーツはオールアルミ。ここまで徹底的に突き詰めたのは、NSX以来です。 

もう一方の乗り味は、上級セダンとしての乗り心地です。直進でも旋回でも、不整路や荒れた路面でも、 

足だけがしっかりと動いてくれて、キャビンは平然としている。そんなフラットライドを目指しました。 

シャシー開発担当プロジェクトリーダー　奥　康徳 

ボディ開発担当プロジェクトリーダー　勝又　裕次 

シャシーがちゃんとできて初めて、気持ちよく走れる。 

高剛性化と軽量化、と言ってしまえば月並みですが、セダンでここまで徹底したことはかつてありません。 

ボディの場合、まず第一に考えるのが安全。そして剛性です。そのうえで軽量化との両立になります。 

最も大きな特徴は、ボディパネルにもアルミを多用していることです。ボンネットフード、フロントフェンダー、トランクリッド、そして 

前後のバンパービームにも。つまり、車体の重心から遠いところを軽くしていく。 

その結果、慣性マスを小さく中央に寄せることで、数値以上に運動性能を高めています。 

とにかく軽く、重心から遠いところを軽く。こんなセダンはかつてない。 

走りの上級セダンの静粛性を、どう“表現”するか。300馬力エンジンとSH－AWDがあるので 

振動や騒音の要因は多いのですが、遮音材をたくさん使うと重くなってしまいます。 

そこで、軽く静かにするために吸音材を効果的に使っています。ただ、音のしないクルマを運転しても 

楽しくもありません。不快な音は徹底的に消す。でも走りを実感できる音は活かす。 

アクセルを踏んだ時にリニアに伝わる心地よいサウンドを、静かさの中で感じていただけると思います。 

不快な音はいらない。でも音のしないクルマでは、味わいがない。 

NV開発担当プロジェクトリーダー　根本　昭一 
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■CFRPプロペラシャフト 

ドライバーの操作に限りなく忠実に応えるための高精度な制御システム。 
駆動力制御ロジックは、ドライバーの意思を最大

限に尊重するという考えから、ドライバーの操作

を情報源とする能動的なフィードフォワード制御を

メインに構築。さらに車両挙動をもとにしたフィー

ドバック制御をあわせ持つことで、ドライバーの操

作に忠実に応える高い精度を実現しています。 

■制御ロジック 

■制御方法 

■SH－AWDシステム構成 

軽量化や静粛性に貢献する、CFRPプロペラシャフト。 

 軽量化 

CFRP材を採用することで、同様のプロペラシャフト

を鉄でつくった場合と比べ約5.3kgの軽量化を

達成しています。 

 
 衝突時衝撃吸収 

CFRPプロペラシャフトは、前側のNo.1チューブと

後側のNo.2チューブで構成。衝突時には、No.1

チューブ後端で圧壊し、衝撃を吸収する構造とし

ています。 

 
 静粛性能向上 

プロペラシャフトは5,000回転を超える高回転に達す

るために、わずかなアンバランスであっても大きな振

動となります。そこで部品ひとつひとつに高い精度

を求め、最適なバランス調整を行い、静粛性を高め

ています。 
■CFRPプロペラシャフト衝突対応構造 

エンジン／トランスミッション ECU
エンジン回転数 
吸気負圧 
トランスミッション ギア比 

リアドライブユニット 

SH－AWD ECU

車輪速センサー 
舵角センサー 

横Gセンサー 

ヨーレイトセンサー 

VSA ECU

フィードフォワード 
制御部 

フィードバック 
制御部 

舵角センサー 

横Gセンサー 

車輪速センサー 

エンジン／ 

トランスミッション ECU

ヨーレイトセンサー 

ブレーキ信号 

ドライバーの意思 
 

アクセル、ステアリングの操作量とブレーキ信号を検出し、 
ドライバーの運転操作を判断。 

 
エンジン／トランスミッション ECUからの情報により 

駆動力を算出。 
 

舵角センサー、横Gセンサー、ヨーレイトセンサー、 
車輪速センサーから、走行状況や路面状態を判断。 

 
リアドライブユニットにより、 

前後輪および後輪左右の駆動力を最適にコントロール。 
 

操作に忠実なハンドリングを実現 

後輪へ動力を伝達するプロペラシャフトにCFRP（炭素繊維強化プラスチック）を採用。 

軽量化への貢献はもとより、衝突時の衝撃吸収や静粛性能向上に取り組んでいます。 
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No.1 CFRPチューブ 

No.1 CFRPチューブ 

スタブシャフト（鉄） 

スタブシャフトがスライドして 
No.1 CFRPチューブを圧壊 

セレーションかん合部 

No.2 CFRPチューブ 

通常時 正面衝突時 

入力入力 

Super Maneuverability
SH－AWD



ブラシレスモーター 

ECU

左右対称4点マウント 

リザーバー 

ポンプ（エンジン駆動） 

電子制御車速感応アシストコントロールバルブユニット ECU
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高性能な走りと高品位な乗り味を高次元で両立させた、 
新開発シャシー。 

Super Maneuverability

しっかりした踏み心地が得られる、 
高剛性ブレーキペダル。 
AT車のブレーキペダルは一般的にMT車に比

較して踏面の幅が広いため、ペダルの横剛性が

弱かったり端を踏んだ時にねじれる感覚がある

と、安心感のあるブレーキフィールは得られません。

そこで、ペダルのピボット部をメタルブッシュで

しっかりと固定する構造を採用することで横剛性

を向上。ストローク剛性に加え横剛性も高めた

ことで、しっかり感、安心感の高いブレーキフィール

に貢献しています。 

確かな制動力と優れたコントロール性を実現したブレーキシステム。 

SH－AWDの走りに適した 
自然なロールフィールを実現。 
フロントロールセンター高をリアに対して低くする

ことで、車体のロール軸をやや前下がりに設定。

さらに、フロントダンパー内のリバウンドスプリングに

よって、より自然なロールフィールを実現しています。 

キャンバー剛性を強化し、リニアな 
応答性を獲得。 

安心感の高い走行安定性としなやかな乗り心地を両立した、 
サスペンションセッティング。 
フロント、リアともにジオメトリーの最適化を図り、

応答性やステアフィールの向上とともに、ブレー

キング時のノーズダイブを抑制するなど、スタビリ

ティを向上しています。そのうえですべてのアーム

やナックルをアルミ化し、高精度のアルミサブフ

レームに取り付けることでバネ下重量を大幅に低

減。また、メカニカルコンプライアンス角設定の適

正化により、路面からの入力を効果的に吸収。さ

らに、バネ下の軽量化とともにダンパーの減衰特

性のチューニングにより、極めてフラットな乗り心

地を実現しています。そのほか、ブッシュ類の

容量や硬度などの設定、取り付け点の高剛性化

など、細部にわたって特性を突き詰めることで、

走行安定性と乗り心地をより高いレベルで両立

しています。 

 ダブルウイッシュボーン・フロントサスペンション 

フロントダンパー内にリバウンドスプリングを設け、

コーナリング時の車体内側のリフトを抑えロールを

低減。また、コンプライアンスブッシュを大型化し、

乗り心地を向上させています。  

 
 マルチリンク・リアサスペンション 

アッパーアーム、2本のロアアーム、コントロール

アームの4本で構成されるマルチリンクタイプを採

用し、ジオメトリーを最適化することでコーナリン

グ時に車体が浮き上がるジャッキアップ現象やブ

レーキング時のリフトを抑制しています。また、4本

すべてのアームをフローティングされたサブフレー

ムに取り付ける構造とし、コンプライアンス特性を

最適化。これにより、高い安定性とサブフレーム

マウントブッシュの低バネレート化による優れた乗

り心地を両立しています。 

フロントには、17インチホイールに対応した大径

ベンチレーテッドディスク、リアには大径ドラムイン

ベンチレーテッドディスクを採用。ブレーキキャリ

パーは前後とも軽量化を追求したアルミ製とし、フ

ロントには高剛性な対向4ポットキャリパーを採用

しました。これにより、ドライ、ウェットを問わず、極

めて優れた制動性能を実現し、ABSやEBDの

最適設定や電子制御ブレーキアシストの採用、

マスターパワーの剛性向上などにより、優れた

コントロール性も獲得しています。 

 フロントに採用した対向4ポットキャリパー 

対向4ポットキャリパーはパッドを均一に押すことが

できるため発熱も均一になり、部分的なフェードもな

いのでパッドの能力を最大限に引き出すことができ、

特に高速域での優れた制動力を発揮します。また、

面圧が均一なことからパッドの偏磨耗を低減。しか

も、リリース後の引きずりを防ぐためのピストン戻し

量を両側とも適正に設定でき、ディスクとパッドのクリ

アランスを一定に保持するため、常に安定した性能

とブレーキフィールを実現します。  

  

 フロントキャリパーの取り付け剛性向上 

キャリパーの取り付け方法に工夫を施し、横から

ボルトを差し込む方法ではなく、ディスク面と平

行に取り付けるラジアルマウントを採用。取り付

け剛性を高めることができ、液圧負荷時のキャリ

パーのたわみを抑制し、対向4ポットの特長であ

る面圧の均一性をいっそう高めています。また、

ナックルとの連結剛性を高めることで、ブレーキ

ディスクとの共振を防ぎ、ブレーキ鳴きを抑制し

ています。 

低速時の取り回し性と中・高速時の安心感を両立する、 
電子制御・車速感応油圧式パワーステアリング。（HiDS非装着車） 
車速に応じて操舵アシスト力を可変させる車速

感応油圧式パワーステアリングを電子制御化。

パワーアシストの追従性を飛躍的に向上するこ

とであらゆるステアリング操作に対してなめらか

でよりきめ細かなアシスト特性を実現し、低速域

から高速域までドライバーの感覚にフィットする

上質なステアフィールを獲得しています。さらに

不快なキックバックや走行振動の抑制、エン

ジンルームからのパワーステアリング作動音の

遮音も向上。また、ステアリングギアボックスを左

右対称の4点マウントとすることで左右の操舵感

をより均一にしています。 

 HiDS装着車には 
 EPS（電動パワーステアリング）を装備 

HiDS装着車には、電動モーターの駆動力で操

舵アシストを行うEPSを採用し、車両の走行状況

に応じた適切なアシストを高精度に制御しています。

モーターには高効率・高出力のブラシレスモー

ターを新たに採用。転舵時のイナーシャ感の低減

や優れた追従性によりすっきりとした上質なステ

アフィールを実現しています。 

上質にこだわった、 
フット式パーキングブレーキ。 
フットパーキングブレーキを採用。ラチェットのギ

ア音を抑えるためにグリスのチューニングを施し、

解除時に金属同士が当たる部分にストッパー

ラバーを設けるなど、上級車にふさわしい作動

音を実現しています。 

インナーレースとハブを一体化した最新型のベ

アリングを四輪に採用。ナックルへの結合スパン

が大きく取れ、ハブの肉厚もしっかり取れること

から結合剛性を高めることができ、これに加え

リアではサブフレームを広く低く配置したことで、

キャンバー剛性を向上。旋回時にしっかりと

踏ん張り、軽快なコーナリングに貢献します。 

高い運動性能を活かしきる、 
大径・幅広235/50R17タイヤを採用。 
高出力エンジンやSH－AWDによる駆動力や、高

性能ブレーキによる制動力を確実に路面に伝え

るために、235/50R17 96Vという大径・幅広の高

性能タイヤを標準装備しています。アルミホイー

ルの採用はもちろん、テンパータイヤにもアルミホ

イールを採用し軽量化を図っています。 

■ダブルウイッシュボーン・フロントサスペンション ■マルチリンク・リアサスペンション 

■ロールセンター高イメージ図 

ナックル 

ベンチレーテッド 
ディスクブレーキ 

アルミ製対向4ポットキャリパー 

キャリパーマウントボルト 

フロントベンチレーテッドディスクブレーキ 

■アルミキャリパー採用ディスクブレーキ 

リアドラムインベンチレーテッドディスクブレーキ 

■フロント対向4ポットアルミキャリパー構造図 

■電子制御・車速感応油圧式パワーステアリング 

■EPS（電動パワーステアリング） 

高速走行時の直進安定性、旋回時の確かなハンドリング、しなやかでフラットな

乗り心地、そして確かな制動性能。これらをすべて高いレベルで達成するために、

サスペンションの軽量化や高精度化、ロールセンター高の最適設定、 

ステアリングやブレーキ性能の向上など、高性能な走りと高品位な乗り味を 

かつてない次元で両立させています。 

前下がりロール軸 

しっかりと地を這い、しなやかにいなす、乗り味。 

新開発シャシー 
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■HiDSは2005年3月生産開始予定 
リザーバー 

パワーシリンダー 

ステアリングギアボックス 

アシストコントロール 
バルブユニット 

ポンプ（エンジン駆動） 

ECU

モーター ACV

ロータリー 
バルブ 
ユニット 



ドア重心 

ロックスティフナー 

ロック 
ドア重心 

ロック 

ロック 
スティフナー 

パワーモーター 
後方配置 

■ハイテン材使用部位 

ハイテン材 

大断面かつ閉断面構造 

フロアパネル 
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Super Maneuverability

ハイレベルな軽量・高剛性化を 
達成した、ボディ性能。 

■ボディ構造の合理化（エンジンマウント部構造） 

■高剛性ボディ構造 

重厚感のあるドアの開閉フィールを追求。 
上級車にふさわしい重厚感のある閉まり音や開

閉操作フィールに徹底的にこだわりました。ドアの

強度を高めたうえで、ドアロックを重心付近に、パ

ワーウインドウモーターをドア後方に配置するなど

ドアの重心と慣性重量をコントロールし閉まり感を

追求。また、ドアスキンの厚板化やロックスティフ

ナーの追加により閉まり音をチューニング。さらに、

ドアハンドルやドアチェッカーの操作力設定も入

念なチューニングを施しました。 

高速走行時の安定性やステアフィールを向上した、ハイレベルな空力性能。 

フロントスポイラー 
フロントリフト低減 

エンジンアンダーカバー 
空気抵抗低減、フロントリフト低減 

フロアアンダーカバー 
空気抵抗低減、リアリフト低減 

ストレイキ 
タイヤによる空気抵抗の低減 

リアサスペンション・ロアアームカバー 
整流効果による車両安定性向上 

デフガイドプレート 
空気抵抗低減、リアリフト低減、リアドライブユニットの冷却 

リアフロアアンダーカバー 
空気抵抗低減、リアリフト低減 

V6エンジン専用の 
薄板大断面六角形 
フロントサイド 
フレーム 

鋼板から樹脂構造 
（インナーフェンダー） 
に代替し軽量化 

New レジェンド 

従来モデル 

快適な走りをしっかりと支える骨格と、 
細部にまで施した空力処理による、高精度ボディ。 

軽快な動きを強固に支える、基礎体力。 

各部の構造を合理化し、 
性能を高めながら軽量化に貢献。 
従来モデルでは、エンジンルームとタイヤハウスを

鋼板で隔てていたのに対し、樹脂製のインナー

フェンダーへ変更。また、エンジンマウント部の構

造を、2つのスティフナーとカラーの組み合わせ

から、超厚板単純形状スティフナーに変更し部

品点数を減らす一方、締め付け箇所を増やし強

度を向上するなど、ボディ全体で構造を合理化し、

性能を向上しながら軽量化を達成しています。 

従来モデルに対し、曲げ剛性を約34%、ねじり

剛性を約30％向上させるなど、ボディ全体で約

33％の剛性を向上。極めて高い静剛性を達成

しています。さらに、フロントとリアの剛性バラン

スの適正化や各部の結合強度を高めたことに

より、ハイレベルの動剛性も実現。極めて高い操

縦安定性を獲得し、快適な乗り心地に貢献して

います。また、ボディの骨格主要部材の約50％

に軽量で強度の高い高張力鋼板（ハイテン材）

を採用。センターピラーにおいては、ハイテン材

を使用しながら、さらに上部に高周波焼入れ処

理を施すことで約3倍の強度を向上。ボディ全

体で従来の部材を使用した場合に比べ約

19kgの軽量化を実現しています。 
（数値はHonda測定値） 

骨格構造やサスペンション取り付け部の 
高剛性化により、操縦安定性と 
乗り心地を高次元で融合。 
フロントバルクヘッドに「ハ」の字状に補強材を

設置し、フロントまわりの剛性を向上。ダンパー

取り付け点の板厚をアップし、上下からの入力

をダンパースティフナーの構造を工夫することに

よりホイールハウスアッパーメンバーとサイドフ

レームに分散するとともに、ストラットタワーバー

を採用することで左右入力に対する高剛性化

を図るなど、サスペンション支持剛性を高めるこ

とで操縦安定性を向上しています。一方リア回

りでは、リアバルクヘッド上下部にクロスメンバー

を配置し、結合剛性を大幅に向上することで、

強固なボックス構造を形成。リアクロスメンバー

とバルクヘッドロアクロスメンバーを、フロアパネ

ルを挟んで上下に構造部材を設定することで、

より剛性を高め、主にねじり剛性を向上。さらに

ダンパースティフナーの結合方法を適正化して

リアフレーム全体に上下入力を分散させるととも

に、左右入力に対してはリアバルクヘッドを二重

化しサスペンション支持剛性を高めることで、安

定性や乗り心地の向上に貢献しています。また、

リアフレームには従来の上開放の「コ」の字断

面から、フロアパネル上部に逆向きの「コ」の字

フレームを配し大断面かつ閉断面構造を用い

ることで、後面衝突に対する衝撃吸収性能を高

めています。 
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ボディ性能 

補強材 

フロントバルクヘッド 

フロントバルクヘッド 

リアバルクヘッド 

リアバルクヘッド ホイールハウスアッパーメンバー 

ストラットタワーバー バルクヘッドロアクロスメンバー 

バルクヘッドアッパークロスメンバー 

クルマのすべての性能を支える基礎となるボディは、極めて高い剛性を追求する一方、軽量化をこれまでにないレベルで推進。 

安心感がありながら軽快な運動性能を発揮します。 

さらに、空力処理の徹底などにより、走行安定性や燃費性能、静粛性などを高いレベルで実現。 

また、細部の品質やドアの開閉フィーリングにまでこだわるなど、クルマ全体としてのトータルクオリティを追求しています。 

3点締め化と超厚
板単純形状スティ
フナー構造でマウ
ント部構造全体を
軽量化 

カラーと2つの大
型スティフナーに
よる櫓構造 

■ボディ下面の空力処理 

前後リフトバランスをSH－AWDの特性を活かして

最適にセッティングするとともに、ボディ下面に効果

的に施した空力処理によって、Cd値：0.29※を達成。

優れた高速安定性やステアフィールを実現してい

ます。また、サイドウインドウをはじめ段差をなくした

フラッシュサーフェス化の徹底や、ワイパーブレード

の取付け位置や形状に工夫を施すなど、細部に

わたって空力性能を追求。さらに、フロント／リアピ

ラーのなめらかな曲面処理や、

空力に優れたドアミラー形

状など、ウインドウ回りの風

切り音を低減しています。 

※Honda測定値

 前後リフトバランスの追求 

FR車ではスタビリティを確保するためにリアのダ

ウンフォースバランスを増やす傾向があるのに対し、

SH－AWDによって優れたスタビリティを発揮する

ため、フロントスポイラーをより効果的に設置して

フロントのダウンフォースバランスを増やしています。

これにより、操舵輪である前輪の接地荷重が増

加し、確かなステアフィールを実現。高速走行時

のハンドリング性能に大きく貢献しています。  

 ボディ下面にも徹底した空力処理 

フロントからリアまで全面にわたって軽量な樹脂製※

空力パーツを採用。サスペンションアームにまで

カバーを施しています。空気抵抗を軽減すると

ともに高速走行時の操縦安定性を向上するほか、

エンジンやSH－AWDのリアドライブユニットの

冷却も考慮しています。 

※デフガイドプレートのみ鉄製 
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徹底した振動・騒音対策により、 
快適な移動空間をつくり出す、ハイレベルな静粛性。 

心地よいドライブを全身で味わうための、静かさ。 

上級車としての落ち着きのある心地よさを生み出すとともに、加速時などではスポーティなエンジンサウンドを楽しめるキャビンを目指しました。 

ボディ骨格やシャシーまわり各部の剛性を高めたうえで振動・騒音を発生源で低減し、エンジンや路面から室内に伝わる振動を効果的に抑制。 

そのうえで、室内に侵入するノイズの遮音・吸音処理などを徹底して施しました。さらに、サイドのウインドウガラス6枚すべてに 

均一で厚いガラスを採用するなど、ハイレベルな静粛性を実現しています。 

Super Maneuverability

リア回りの静粛性。 
リアサブフレームをフローティング支持としたうえで、

サブフレームマウントをタイヤ接地点に近くなるよ

うに低く、左右に広く配置し、高い横剛性を確保。

優れた操縦安定性を得ながら、マウントブッシュ

の低バネレート化を実現しています。さらに、リ

アサスペンションのアームやリアナックル、リアサ

ブフレームをすべてアルミ化し軽量・高剛性化し

たほか、徹底したシミュレーション解析により、サ

スペンションからの振動入力を効果的に低減し

ています。また、SH－AWDのリアドライブユニットは、

サブフレームに3点マウントで支持し、二重防振

構造により振動の伝達を抑えています。 

エンジン回りの静粛性。 
出力・トルクの大きい高性能エンジンの静粛性向

上のため、二重防振構造や電子制御エンジン

マウントの採用などによる振動の低減、可変流量

サイレンサーや周囲にスポンジ状の遮音構造を

施したエンジンデザインカバーの採用などによる

エンジン音の低減を図り、さらに、アクティブノイズ

コントロールによりエンジンのこもり音を打ち消す

など徹底した対策を施しています。 

 

 エンジンマウント／フロントサブフレーム 

すべてのエンジン／トランスミッションマウントを液

封化したうえで、前後のエンジンマウントには電子

制御式を採用。エンジンの回転数に応じて減衰

特性を制御し、アイドル振動と乗り心地の両立に

効果を発揮します。また、フローティング支持され

たフロントサブフレームにエンジンマウントを取り付

ける二重防振構造とすることで効果的にエンジン

振動を吸収しています。  

  可変流量サイレンサー 

低回転域では流量を少なくし、音の減衰量を大

きくすることで、こもり音を低減。高回転域では

流量を多くすることで出力を向上するとともに、

すっきりとしたスポーティサウンドを実現しています。 

 

 アクティブノイズコントロール 

エンジンからのこもり音をさらに低減させるために、

こもり音と逆位相の音を発生して打ち消す、アク

ティブノイズコントロールを採用。エンジン回転数

をもとに、制御対象の周波数を特定するとともに

フロント・リアのルーフマイクによって状況を監視

し、打ち消し合う音をオーディオスピーカーから

出力し、こもり音を低減します。 

キャビン回りの静粛性。 
軽量で高性能の吸音材を、フロアカーペットをは

じめ、ダッシュインシュレーター、ルーフライニング、ト

ランクルームの内装材にまでトータルで採用。重い

ほど効果の高くなる遮音材を多く採用していた従

来の構造に対し、高周波シミュレーション技術（SEA）

を用いた解析により遮音材は必要最小限にし軽

量な吸音材を多量に使うことで、従来構造の 

3分の1程度の重量で、従来以上の静粛性を実

現しています。また、すべてのドアを完全3重シー

ルとし、さらに塗装工程などで必要な穴を組み立

てラインにおいて手作業でシールを貼ることで気

密性を高めたほか、フロアアンダーカバーやサイド

シルガーニッシュ、ステアリングコラムにまで吸音

材を施すなど、徹底した防音処理を施しています。 

■エンジンマウント構造図 ■アクティブノイズコントロール概念図 

■振動・騒音低減技術 

■遮音・吸音材配置図 

■可変流量サイレンサー 
　構造図 

■室内こもり音低減 

■リアサブフレーム構造図 
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静粛性 

フロントエンジンマウント 

トランスミッションマウント 

リアエンジンマウント 

アクティブノイズコントロール 

可変流量サイレンサー 
エンジンマウントシステム 

BOSEアンプ 
アクティブノイズコントロールユニット 

マイクロホン 

オーディオヘッドユニット 

液封トランスミッションマウント 

液封サイドマウント 

フロントサブフレームフローティングシステム 

リアサブフレームフローティングシステム 

可変バルブ 電子制御リアエンジンマウント 

電子制御フロントエンジンマウント 

1000

10dB

2000 3000 4000 5000 6000

バルブ開 
バルブ閉 

バルブ閉効果 

バルブ開効果 

（rpm） 

（dB） 

音
圧 

ダッシュボードインシュレーター（吸音タイプ） 

ルーフライニング（吸音タイプ） 

トランクサイドライニング（吸音タイプ） 

ダッシュボードアウターインシュレーター 

フードインシュレーター 
フロントインナーフェンダー（インシュレーター付） 

トランクアッパーライニング 

スペアタイヤリッド 

リアインナーフェンダー 
（吸音タイプ＋インシュレーター付） 

リアホイールハウスインシュレーター（吸音タイプ） 

フロアカーペット（吸音タイプ） 

樹脂拘束層付制振材 

フロアアンダーカバー 
インシュレーター 

エンジンアンダーカバー 
インシュレーター 

サイドシルガーニッシュ 
インシュレーター 

フロントフェンダー 
エンクロージャー 

600 1200 1800 2400 3000

600 1200 1800 2400 3000

10dB

10dB

（rpm） 

（rpm） 

（dB） 

音
圧 

（dB） 

音
圧 

コントロール オン 
コントロール オフ 

前席 

後席 

コントロール オン 
コントロール オフ 

エンジン回転数 

フロントスピーカー 

リア 
スピーカー 

コントローラー 

オーディオ 
ユニット 

 マイクロホン×2（ルーフライニング部） 

可変バルブ 



インテリアというのは、乗る人と直接触れ合うだけにとても分かりやすく、しかも上級車ほど厳しく評価されます。 

中でも移動中に体感として善し悪しがはっきりするのが、シートとエアコンです。レジェンドは走りを楽しむクルマですから、 

シートはしっかりとしたホールド感が必要です。ただし、表皮のタッチ感はひじょうに柔らかく、 

しかも振動を吸収する機能も持たせています。またエアコンでは、フロントの左右それぞれで上半身と足元を独立制御できるようにし、 

さらにGPSや日射センサーを使い日射しの角度や強さによる自動コントロールも実現しました。 

たとえば夏の高速道路で助手席にずっと西日が差し込む時でも、そちら側を強く冷やしてくれます。 

長時間でも心地よく座っていられる、レジェンドだけの快適を用意しました。 

長時間ドライブを、いかに疲労なく快適に移動できるか。 

特徴としては、DVDオーディオやDVDビデオの5.1chサラウンドが楽しめるように対応させています。 

また、カーオーディオで常に課題なのは、座る位置とスピーカーとの距離がアンバランスなこと。 

そしてその空間はさまざまな騒音の中を移動するということです。BOSE社と協力して 

こうした音の問題を文字どおりいかにクリアにするかを徹底的に行いました。 

どの座席に座っていても、同じバランスのサウンドを体感できる機能や、走っている周囲の騒音や 

エアコンの作動音に応じて自動的にボリュームや音域をコントロールする機能も搭載しました。 

乗っている方にはこうした機能の存在に気付かないかもしれません。でもそれで成功なんです。 

止まっていても走っていても最高の音を自然に聴いていただくことを狙いとしていますので。 

走る空間を、どこまでも臨場感あふれる音響空間に。 

オーディオ開発担当プロジェクトリーダー　守谷　健一 

インテリア開発担当プロジェクトリーダー　中井　孝三郎 
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操作性と快適性を追求した運転席まわり。 
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乗る、座る、運転する、移動する、使う、すべての快適。 

ホールド性に優れるとともに、10ウェイパワーシートや電動テレスコピック＆チルトステアリング機構の

採用により、適切なドライビングポジションの設定を可能にしました。 

そのうえで使用頻度の高いスイッチを、センターパネルとステアリングホイール周辺に集中配置。 

ステアリングから最小限の手の移動で操作ができるよう配慮しています。 

操作性を追求した 
スイッチ類のレイアウト。 
良好な運転姿勢を保ったまま操作を行えるように、

使用頻度の高いスイッチをセンターパネルと

ステアリングホイール周辺に集中配置すると

ともに、さまざまな機能を集中操作できるプログ

レッシブコマンダーを採用し、優れた操作性を

実現しています。 

Comfortable Space
空間設計 

電動テレスコピック＆ 
チルトステアリングを採用。 
前後方向に40mm調整できるテレスコピック機

構と上下方向に40mm調整できるチルト機構

を採用。ともに電動で作動し、シートポジション

とあわせて適切なステアリングポジションへ容

易に設定できます。 

ホールド性と疲労軽減を考慮した 
フロントシート。 
シートクッションは、16mm幅広くしたうえで、低

反発ウレタンクッションの採用や、前後方向のス

プリングピッチの幅広化によって振動吸収性を

大きく向上。しかもスプリングを後ろ下がりに設定

するなどシート奥に自然に引き込まれる形状とし、

腰全体を包み込むようにホールドします。シート

バックは、39mm高く設定するとともにシュクラ社

製電動ランバーサポートを採用し、背中をしっか

りと受け止めます。さらに、シート表皮裏のウレ

タン層をやわらかくしながら厚みを増加することで、

座り心地と確実なホールド性を両立しています。

また、10ウェイパワーシートを運転席、助手席とも

に採用し、容易にポジション設定を行えるようにし

たほか、シートバックフレームをマグネシウム製と

することで軽量化にも貢献しています。 
（数値はすべてHonda測定値／従来モデル比） 

シート、ステアリング、ドアミラーの 
最適ポジションを記憶させる 
メモリー機能。 
レジェンドに装備される2つのHondaスマート

カードキーシステムには、それぞれのカードキー

ごとに、シート、ステアリング、ドアミラーの各ポジ

ションをメモリーできます。カードキーを携帯す

るだけで自分に最適なポジションが自動的に

設定されます。 

■フロントシート構造図 
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■集中配置コクピット 

視認系装備 
操作系装備 



COOL COOL

使いやすさにこだわった多機能の収納装備を豊富に用意。 

リッドを設けたり格納式とするなど使用していない時の見映えにも考慮しています。 

小型のトランクヒンジを採用し、ヒンジが荷物にあたるのを防いでいるほか、開口部のガーターにカバーを装着し、 

トランクリッドにはライニングを装着するなど、トランクを開けた際の見映えを向上。通常のトランク内照明に加えトランクリッドの内側にも照明を設置し、 

オープン時にトランク後部やバンパー付近を明るく照らすなど、使い勝手を高めています。また、トランクルーム容量は452r※を確保。 

ゴルフバック4セットを積める充分なゆとりを持たせています。※VDA方式によるHonda測定値 

スマートカードキーを携帯していれば、トランクリッ

ド外側のスイッチ操作でオートオープン、内側の

スイッチ操作でオートクローズが可能。キーレス

エントリーや運転席のスイッチでも開閉操作がで

きます。開閉作動中に障害物などに接触した場

合には、反転作動を行う機構を装備。キーレス

エントリーや運転席のスイッチ操作の場合は、誤

動作防止のためにスイッチを1秒以上押し続け

ないと作動しない仕様としています。また、トランク

リッド内側に設置した照明は、オープン時にトラン

ク後部を照らし、夜間の利便性を高めています。 
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ゆとりの空間を活かしたうえで人の動きを考慮した、 
広さをより実感できる快適空間づくり。 
パッケージング技術によってゆとりに満ちた空間を確保したうえで、人の動きを研究し、 

動きやすさを追求しました。シートレイアウトやフロントシート下の樹脂カバー形状の工夫などにより、

後席の足入れ性を向上。ドアライニング形状にも工夫を施し、ひじまわり空間を確保したほか、 

ニークリアランスの拡大も図り、広さをより実感できる空間を実現しました。 

左右上下独立の温度コントロールを可能にした、 
インテリジェント・デュアル・フルオートエアコンディショナー。 

電動自動開閉できるパワートランクリッド。 
（エクスクルーシブパッケージ） 

ドライバーをサポートする、 
後方視界への配慮。 
ドライバーの後方視界を考慮し、後席乗員が

いない際にはルーフ前部に設けたスイッチを

運転席から操作することで、リアシートの3つ

のヘッドレストすべてを後ろに倒せる、リア・パ

ワーフォールダウンヘッドレストを装備。ハイマ

ウントストップランプは、薄型設計としたうえで

ルーフエンドに配置しました。また後退時には、

自動的に格納する電動リアサンシェイド（エク

スクルーシブパッケージ）や、ミラーの角度を下

へ向けるドアミラーを装備しています。 

■リア・パワーフォールダウンヘッドレスト 

■GPS制御偏日射コントロール機能イメージ図 

フロント左右席の独立温度コントロールに加え、上下の独立温度コントロールも可能にし、さらにGPS情報や日射センサーによって 

日射の強さや方向を判断して適切なエアを制御する、フルオートエアコンディショナーを標準装備しました。 

また、後席には専用のベンチレーションを装備し、それぞれで風量・風向の調整を可能にしています。 

 左右独立温度コントロール機能 

運転席と助手席の温度設定を独立して行え、好

みに応じた温度コントロールが可能です。 

 

 左右上下独立温度コントロール機能 

運転席と助手席それぞれの上下で、独立した温

度コントロールが可能。オートモードのB/Lモード（バ

イレベルモード＝上部と足元からエアが出る）状

態で、足元の温度を維持したまま上部の温度を

変更することができ、例えば上半身への温度だ

けを下げることが可能です。 

 GPS制御偏日射コントロール機能 

GPS情報や日射センサーから日射の方向や強さを

判断し、左右の温度や風量を自動でコントロール。

同じ方向に長距離移動している時など、日射が強

い側により冷たいエアを出します。外気温が非常

に高く最も冷たいエアを出している状態では、左

右の温度差はつけられないため、左右の風量を

自動コントロールします。（マニュアル操作はできません） 

使いやすさを追求し、見映えも考慮した豊富な収納装備。 

 フロントセンターアームレスト（2段収納付） 

上段のトレイは両開き構造とすることで、片側をアー

ムレストとして使用しながらでも開閉可能。下段の

ボックス内には12V電源を装備。 

 

 フロントカップホルダー（2段底面式） 

350cc缶から500ccのペットボトルまでスマートに

ホールドできる2段底切り替え構造。 

 

 フロントドアポケット（照明付、開閉式） 

 

 リアカップホルダー 

センターアームレストに内蔵。 

 

 オーナーズマニュアルボックス 

グローブボックス内の上部に、オーナーズマニュアル

専用の収納スペースを設置。 

使いやすさと質感にこだわったトランクルーム。 

空間設計 

Comfortable Space ����
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Photo：オプション装着車　カットボディによる撮影 

フロントセンターアームレスト（2段収納付） フロントカップホルダー（2段底面式） 

フロントドアポケット（照明付、開閉式） リアカップホルダー 



Hondaは、高性能HDDナビゲーションシステムと、テレマティックス、オーディオ、車両連携など、各機能をトータルに融合し、Hondaインターナビシステムへと

進化させ、レジェンドより採用していきます。ハードディスクの大容量や高速処理性を活かし、画面表示やルート検索などナビゲーションとしての 

基本性能や多機能性を大幅に高めています。そのうえで、音声認識機能に加え、操作性を大きく進化させたプログレッシブコマンダーを採用。 

わかりやすい階層構造のメニューと合わせスピーディな操作が可能です。さらに、マルチインフォメーション・ディスプレイに警告表示が現れたときに、 

適切な対処方法を解説する警告灯支援機能のほか、DVDビデオ再生表示機能など多彩な機能を備えています。 

8方向＋プッシュのジョイスティックとダイヤル式のコ

マンドホイールを組み合わせたプログレッシブコ

マンダーを採用。複数の操作が1カ所で行えるうえ、

画面上も操作とリンクした表示とすることで、選択、

決定、スクロールなどがイメージどおりに行えます。

そのため、モニターは運転中でも視線移動の少な

い位置に、コマンダーは手を伸ばしやすい位置に

レイアウトしています。さらに、操作と連動してメ

ニューの項目を音声で読み上げるトークバック機

能を装備。また、現在地、目的地、メニューなど使用

頻度の高い機能は、大型のスイッチとしてコマンダー

の周囲に配置。操作性をいっそう高めています。 

 

ステアリングホイールの音声認識スイッチを押し

て声に出して指示すれば、ナビゲーション機能に

加え、オーディオやエアコンの操作が可能。また、

「インターナビ・プレミアムクラブ」との連携でさま

ざまな情報提供を受けることができます。 

 

 

東京タワーや東京ドームなどのランドマークを3D

ポリゴンでリアルに表現する「3Dマップ」、ビルな

どを透き通らせてその先の進路を見えるようにす

る「3D透過描画」、高速道路入口を実際の風景

に極めて近く表現する「リアル高速入口拡大図」

など、ハードディスクの大容量・高速性を活かし、

よりリアルで、見やすくきれいな画面表示を実現し

ました。 

 

 

ブレーキ警告灯やシートベルト警告灯など、何ら

かの異常やそのまま走行すると支障の生じる可

能性がある場合に表示する警告灯に対して、

ユーザーが何をすべきかをナビゲーション画面

でわかりやすく解説する機能を搭載しました。マ

ルチインフォメーション・ディスプレイに警告灯が表

示されると、ナビゲーションが連動し対処方法を

画面に表示。ユーザーの不安をやわらげるととも

に、クルマの故障などの防止に寄与します。 
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快適なクルージングをサポートする、安心機能。 

運転支援機能［HiDS］ 

運転負荷を軽減する、高速道路運転支援システム 
HiDS（車線維持支援機能［LKAS］＆車速／車間制御機能［IHCC］）。 
（アドバンスHIパッケージにHiDSを装備、アドバンスパッケージにIHCCを装備） 
HiDS＝Honda Intelligent Driver Support System    

高速道路における長時間の運転は、ドライバーの疲労や集中力の低下を招き、認知・判断ミスの要因となります。 

HiDSでは、車線の維持をアシストする［LKAS］と、車速を制御して前走車との車間距離を適切に保つ［IHCC］によって運転負荷の軽減を行い、 

疲労によるミスを防ぎ、ひいては事故の防止に寄与します。また［LKAS］は、常にドライバーの運転を中心に考慮して支援を行う 

「ドライバーとシステムのインタラクション（相互作用）」というコンセプトにより、ASV（先進安全自動車）を提唱する国土交通省の認可を取得。 

ほとんどの高速道路で使用可能なアシストシステムとして実現しています。 画面表示とリンクしたイメージどおりの 
操作が行える、プログレッシブコマンダー。 

車線維持支援機能 
［LKAS（レーンキープ・アシストシステム）］ 
フロントウインドウ上部内側に設けたC-MOSカメ

ラが捉えた画像をもとに、車線を認識。EPS（電

動パワーステアリング）に適切なトルクを発生させ

車線維持をアシスト。時速65km以上、直線路

から半径230mまでの曲線路で作動するため、

ほとんどの高速道路での使用が可能です。また、

車線から逸脱する可能性がある際には、警報に

よりドライバーに注意を促します。これによりドライ

バーは車線を維持するよう意識し、軽いステアリ

ング操作によってシステムに意思を伝えること

で安定した車線維持が可能となります。 

車速／車間制御機能 
［IHCC（インテリジェント・ハイウェイ・クルーズコントロール）］ 
フロントグリル内に設けた耐候性に優れたミリ波

レーダーにより、前方100m、角度16度の範囲で

前走車との距離を測定し、車輪速センサーや

ヨーレイトセンサーなどによって自車の走行状

態を検出。通常のクルーズコントロールシステム

同様、設定した速度を保つ走行のほか、同一

車線の前走車の有無によって車速・車間を自

動制御します。 

表現力をさらに高めた描画性能。 

高精度で使いやすい音声認識機能。 

警告灯表示に対し適切な対処方法を解説。 

さらに快適で安心なカーライフのために、 
情報性能とサービス品質を追求し続ける、インターナビ・プレミアムクラブ。 
ナビゲーションシステムと携帯電話※1で利用でき

る、Honda独自のドライブサポートサービス。

Hondaインターナビシステムとお手持ちの携帯

電話※1との接続により、全国の最新道路交通情

報をはじめ利用者個人のリクエストに応じたさま

ざまな情報の入手が可能です。ドライブを、そし

てカーライフをよりいっそう快適にサポートします。

（入会金、年会費無料。携帯電話の通話料はお客様のご負担となります） 
 

 インターナビVICS 

VICSセンターから収集した全国の道路交通情報

をインターナビ情報センターから入手でき、都道府

県をまたぐ場合でも目的地方面の最新情報を入

手でき、より早いルートを案内します。 

●プレミアムメンバーズVICS（車線別情報対応）　

VICS情報未提供の道路でもインターナビ情報セン

ターが独自に設定した道路区間であれば、メンバー

のクルマから走行所用時間情報をアップデートし、

その付近を走行するメンバー間で最新の道路交

通情報を共有。ルート案内に反映させます。さらに、

情報精度を高め、車線別の混雑状況も加味した

ルート案内も実現。都市高速道路から提供を開

始し、大型交差点を中心に順次拡大していきます。 

●渋滞予測情報　蓄積された渋滞データにもとづき、

交通状況の変化を予測した最も空いているルートを

案内。 

 
 駐車場セレクト 

クルマのサイズを自動認識した上で、駐車料金、営

業時間など希望条件に合う駐車場のみを案内します。 

 
 世界初※2インターナビ・ウェザー 

目的地までのルートに関係する気象情報を提供。

降雨、雷、津波などの現在の気象情報をマップ

上に重ねて表示。台風情報や各種警報もお知

らせします。 

 
 地図データ更新 

24ヶ月点検時に、ハードディスク地図情報を無償で

アップデートします。 

 
 インターナビ向け情報 

ニュースや天気、ドライブスポット情報など、豊富な

コンテンツが利用可能です。 

 音声案内・読み上げ 

標準装備のハンズフリー通話機能に加え、お気に

入りのコンテンツなど、音声での呼び出し、読み上げ

が可能です。  

 
 メール送受信 

メールを利用可能。音声で新着メールのチェックも

できます。 

 パーソナル・ホームページ

パソコンや携帯電話に個人専用ホームページを

提供します。 

 
  カーカルテ（愛車メンテナンス情報） 

オイル交換などのメンテナンス時期、任意保険の更

新時期などをお知らせします。 

ナビゲーションシステムの、さらにその先へ。 
Honda HDDインターナビシステム（プログレッシブコマンダー／8インチワイドディスプレイ）。 

先進の機能と豊かさに満ちた、最上のもてなし。 

Advanced Function

■LKAS（車線維持支援機能）作動イメージ 
　＜車線維持範囲：直線路～半径230ｍ以上の曲線路／ 
　作動車速：65km/h～100km/hかつ制限速度内の走行＞ 

車線維持支援機能 
道路に沿うよう、ステアリン
グの動きを適切にアシスト。 

車線逸脱警報機能 
車線逸脱の危険性を 
アラームで警告。 

［HiDS］メインスイッチ 
［RES／ACCEL］リジュームスイッチ 
設定車速に復帰 
設定車速5km/hアップ（100km/hまで） 
［SET／DECEL］セットスイッチ 
IHCCとLKASの作動開始 
設定車速初期セット 
設定車速5km/hダウン（45km/hまで） 
［CANCEL］キャンセルスイッチ 
IHCCとLKASの作動をキャンセル 
［DISTANCE］車間設定スイッチ 
IHCCの車間設定 
長→中→短を繰り返す 
［LKAS OFF］LKASオフスイッチ 
LKASの作動を強制オフ 
オフから再度押すとLKASオン 

警報エリア 警報エリア 

■車速／車間制御機能［IHCC］の基本制御パターン（概念図） 
　＜レーダー検知範囲：車両前方100m以内 角度16度 ／作動車速：45km/h～100km/h＞ 

定速制御 希望の車速に設定することにより、定速走行を開始。 

減速制御 自車線の前走車が設定車速より遅い場合、スロットルやブレーキの制御を行い減速。 
 前走車の急ブレーキや割りこみなどで減速しきれない場合は、 
 警告音と表示でドライバーの操作（ブレーキ等）を促します。 

追従制御 前走車の車速変化に合わせて、設定した車間になるよう追従（車速の上限は設定車速まで）。 
 車間は3段階に設定可能。 

加速制御 自車線の前走車が車線変更した場合は、設定車速までゆるやかに加速し、定速走行に戻ります。 

定速制御 
前走車なし 

減速制御 
前走車検知 

追従制御 
前走車に追従 

加速制御 
前走車離脱 

ミリ波レーダー 

アクティブ 
車輪速センサー 

舵角センサー 
HiDSスイッチ 

IHCC 
ECU

作動表示警告灯 

カメラ一体車線検知ECU

EPS（電動パワーステアリング） 

HiDSのシステム構成 

LKAS用 

IHCC用 

共通用 

LKAS＝レーンキープ・アシストシステム 
IHCC＝インテリジェント・ハイウェイ・クルーズコントロール 

VSA-ECU一体型油圧ユニット 

DBW（ドライブ・バイ・ワイヤ） 

ヨーレイト／横G 
一体型センサー 

LKAS 
ECU

PGM-FI（AT）ECU

Hondaネットワークによる安心のカスタマーケア・サービ
ス。Newレジェンドには初度登録年月より3年間無償で
付帯。その後、継続することも可能です（有償）。 

※1 情報を取得するには、NTT DoCoMo、ボーダフォン、au、ツーカーの携帯
電話が必要です。一部の機種ではサービスをご利用になれない場合があります。 
※2 カーナビ連動型として、世界で初めて実用化。 
■VICSは財団法人道路交通情報通信システムセンターの登録商標です。 

����
���� � � 	 
 � �� � ��	

Honda インターナビシステム 

Advanced Function

■HiDSは2005年3月生産開始予定 
●HiDSは前方不注意の危険性を解消する装置ではありません。車間距離制御、車間接近警報、減速能力、車線維持支援、車線逸脱警報には限界があります。　●道路状況、天候状況によっては使用できない場合があります。 
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BOSE サラウンド サウンドシステム 
（インダッシュ6連奏DVD/CDチェンジャー＋AM/FMチューナー＋10スピーカー） 発進後、15km/hを超えるとすべてのドアを

オートロック。停止後、ATシフトレバーをPレン

ジに入れるとロックを解除します。また、運転席

ではインナーハンドルで操作するワンモーション

によるロック解除が可能です。 

車速連動オートドアロック 

キーとエンジン制御ユニットの間で電子認証を

行うことで、複製したキーなどでのエンジンの始

動を防止するイモビライザーに加え、ロック状態

のドア、ボンネットフード、トランクリッドなどを不正

に開けようとすると、ホーンとハザードで警報を

発するセキュリティアラームを装備。盗難防止

性を高めています。 

セキュリティアラーム／イモビライザー 

すべてのドアウインドウにワンタッチで全開／全

閉できるオート機構付のパワーウインドウを採用。

運転席での集中操作も各ドアでの個別操作も

可能です。また、昇降スピードを制御し、全開／

全閉付近になるとスピードを落とすことで全開

／全閉時の打音を低減しています。 

パワーウインドウ 
（全ドアワンタッチ式〈挟み込み防止機構付〉、 
スイッチ照明／可変スピードレギュレーター付） 

強い日差しを遮り後席の快適性を高める電動

昇降式のサンシェイドを設定。後方視界を考慮

したメッシュタイプとしています。ルーフ前部のス

イッチで上昇／下降が行えるほか、シフトレバー

をリバース位置にすると自動的に下降します。 

電動リアサンシェイド 
（エクスクルーシブパッケージ） 

左右のリアドアにもサンシェイドを設定。ウインド

ウ下部から引き出し、ウインドウ上部のフックに

かける手動タイプ。使用しないときにはドアライ

ニングにすっきりと収まります。 

リアドアウインドウ・サンシェイド 
（エクスクルーシブパッケージ） 

周囲の明るさを検知し、ライトの点灯／消灯を

自動制御。ライトの操作を意識することなく運転

に集中できます。 

オートライトコントロール 

全面高熱線吸収UVカットガラスを装備したうえ

で、フロントガラスには中間膜にIR（赤外線）カッ

ト剤を含有した、断熱機能付の高熱線吸収UV

カットガラスを採用。電波透過性を損なわずに、

紫外線とともに赤外線の車内への透過を低減し、

日射による熱さや車内部材の表面温度上昇を

緩和します。 

全面高熱線吸収UVカットガラス 
（フロントウインドウ：IRカット〈断熱〉機能付） 

非球面タイプの複合曲率によって、より正確でワ

イドな後方視界が得られます。また、後続車の

ヘッドライトを感知するとミラー面の反射率を無

段階にコントロールし、まぶしさをやわらげる自

動防眩機能を装備。さらに、水を膜状に拡散さ

せる親水機能や内蔵ヒーターで曇りや水滴を

除去する機能、シフトレバーをリバースレンジに

入れるとドアミラーが自動的に下向きになり、後

退時の視認性を高める機能も備えています。 

電動格納式リモコンカラードドアミラー 
（親水／ヒーテッド／自動防眩機能付、リバース連動、 
アスフェリック〈非球面〉タイプ） 

40km/h程度の低速度でも効果を発揮するフ

ロントドア撥水ガラスを採用。親水加工を施し

たドアミラーとあわせ雨の日の視界をクリアに

確保します。 

フロントドア撥水ガラス 

フロントガラスに装着されたセンサーから赤外

線を照射し、その反射量で雨滴量を検知。降

雨量に応じてワイパーを自動的に作動させます。 

ワイパー雨滴検知機能 

オートライトコントロールの感度設定やキーレス

アンサーバックの有無など、電装機器の設定

をユーザー自身でさまざまにカスタマイズでき

る機能を搭載。操作はステアリングホイール上

のスイッチとマルチインフォメーション・ディスプ

レイで行います。 

ユーザーカスタマイズ機能 

超薄型キーを携帯しているだけで、ドアの解

錠／施錠やイグニション操作ができるHonda

スマートカードキーシステムをさらに進化。これ

までの機能に加え、カードキーごとに電装機器

の設定をメモリーできるパーソナリゼーション

セッティングの採用や、カードキーの電池切れに

対する利便性向上などを行っています。カード

キーは2枚装備しています。 
 
 主な機能 

●ドア、トランクの解錠／施錠 

ドアハンドルや、トランクリッドのスイッチに触れるだ

けで解錠。クルマを降り、ドアやトランクを閉めた

状態で認証エリアから離れるだけで施錠できます。 

●イグニション操作 
イグニションスイッチノブを回すことでスタートできます。 

●パーソナリゼーションセッティング 
カードキーごとにドライバーの好みに合わせて電

装機器の個別設定が可能。設定情報はナビや

シートなど各ユニットが記憶しており、解錠時にど

ちらのカードキーが使われたかで判断します。 
（2つのカードキーを持って解錠した場合は、有効となった
カードキーの設定となります。どちらが有効になっているか
はイグニションON時にメーター内に表示されます） 

●カードキーとメカニカルキーの一体化／ 
　エマージェンシーエンジン始動 
これまでは、カードキーの電池切れに備えてメカニ

カルキーもあわせて持ち歩く必要があったため、メ

カニカルキーをカードキーに内蔵することで携帯

性を向上。また、カードキーの電池が切れた場合

でも、カードキーをスロットに差すことでノブによるイ

グニション操作を可能とするエマージェンシーエン

ジン始動機能を備えました。（イモビライザー認証

はカードキーで行っているため、メカニカルキーの

みでエンジンをかけることはできません） 

●バレットサービス対応 
ホテルや駐車場でクルマを預けるバレットサービ

スに対応し、グローブボックス内にあるトランクのメ

インスイッチをオフにし、メカニカルキーでグローブ

ボックスとトランクスルーを施錠し、カードキーのみ

を渡すことでトランクを開けられないようにすること

ができます。 

Honda スマートカードキーシステム 

■カードキー作動エリアイメージ 

■ 認証エリア 

■ エンジン始動可能エリア 

■ カードキー閉じ込み防止エリア 
（トランク内にカードキーがある場合はロックされません） 

超薄型カードキー 

イグニションスイッチノブ 

Advanced Function

カードキースロット 

（通常はカードキーをスロットに 
 差し込む必要はありません） 
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快適装備 

車体の設計段階からBOSE社と共同開発した

レジェンド専用のオーディオシステム。何百ポ

イントもの音響測定データを作成し、キャビンの

形状から室内の素材までを計算に入れながら

音響特性を徹底的にチューニングしました。

24bit D/Aコンバーターを採用し、原音を極め

て忠実に再現するヘッドユニットと、信号処理

部（DSP）に24bit AD/DAコンバーターを採用

することで、高品位な信号処理を実現。パワー

アンプはD-MOS素子を使用することで260W

（37W×4ch+74W×1ch+12.5W×3ch）の高効

率・高出力を達成しました。さらにこれらに加え、

空間の特性を突き詰め正確に配置した10ス

ピーカーを組み合わせてシステムを構成。5.1ch

サラウンド・サウンドに対応し、どの席に座っても

リアリティに満ちた、コンサートホールのような臨

場感あふれる立体音響を実現しています。 

 快適な音響空間を演出するBOSE社の先進技術 

●「Centerpoint
TM

」 

2chのステレオサウンドを5.1chサラウンド・サウンド

に変換。5.1chサラウンド・フォーマットで記録され

ていない音楽CDでも、臨場感のあるサラウンド・

サウンドで楽しめます。（音楽CDフォーマットにのみ対応） 

●「SurroundStage
TM

」 

運転席、助手席、後席のどこに座っても360°音に

包まれているようなバランスのよ

い音場を生み出し、最高のリス

ニングポジションにします。 

●「AUDIOPILOT
TM

」 

ロードノイズや雨音、エアコン作動

音など、さまざまなノイズにより音楽

がクリアに聞こえなくなるのを防ぎ

ます。室内に設置したマイクで周

囲のノイズを測定し、不要なノイズ

成分のみを抽出。ノイズの影響を

打ち消すように音楽信号を補正

することで常に自然でクリアなサ

ウンドを楽しめます。アクティブノイ

ズコントロールとも協調して作動し

ます。 
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Hondaはさまざまな角度から安全の研究に取り組んでいます。 

 インテリジェント・ナイトビジョンシステムは、歩行者保護を主眼に置いて開発しました。 

 事故の統計から見ても夜間の歩行者事故というのはとても多く発生しています。 

 この場合、歩行者の存在に気付きにくいというケースも多いのです。 

 事故が起こってしまった時を最終的な段階とすると、その前には、 

 ドライバーがある事象を認知し、判断し、操作を開始し、回避行動をとる、 

 という流れがあります。この初期の段階で気付くのが遅れたことで、 

 判断や回避行動が間に合わなくなるということを減らしていくためには、 

 ドライバーに対して歩行者の存在を知るべき時にきちんと「認知」させる、 

というのがHondaの考えです。インテリジェント・ナイトビジョンシステムは肉眼では見えにくい前方の状況を 

ディスプレイに映すだけでなく、歩行者がいることを音で呼びかけ、同時にどこにいるかを映像の中で強調表示します。 

ドライバーは常に前方に注意を払って運転することが前提ですから、 

歩行者の存在を知らせ注意を喚起するというのが、認知支援のあるべき姿だと思います。 

インテリジェント・ナイトビジョンシステム開発担当プロジェクトリーダー　辻　孝之 

歩行者を「映す」のではなく、 
「知らせる」ことに意義がある。 

HondaのGコントロール技術を進化させたコンパティビリティ対応ボディは、 

昨年のライフから始まり、オデッセイ、エリシオンと続いて、レジェンドが第４弾となります。 

コンパティビリティ対応ボディの狙いは、「自己保護性能の向上」と「相手車両への攻撃性低減」をハイレベルで両立すること。 

つまり、フロントをツブレやすく、キャビンをツブレにくくして、衝突エネルギーを効率良く分散・吸収させることです。 

しかもレジェンドの場合、軽量化という大きなテーマもありました。 

そこでフロントの各フレームの配置や断面形状の工夫によって前面衝突に対応しながら、 

軽量・高強度なハイテン材の使用範囲を従来以上に大幅に拡大し、 

運動性能を損なうことなく全方位からの衝突に対して、高水準の安全性能を実現しています。 

自分はもちろん、相手にも配慮すること。 

衝突安全開発担当プロジェクトリーダー　福田　順一 

歩行者の存在を知らせ、注意喚起する世界初のシステム。（メーカーオプション） 
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インテリジェント・ナイトビジョンシステム 

Safety
アクティブセーフティ［歩行者認知支援システム］ 

前方視界を妨げず、視認性が高くて視線移動も少ない、格納式ヘッドアップディスプレイを採用。 

夜間走行時に、ヘッドライトを点灯していても街灯などの道路環境や走行状況によっては、前方の歩行者の存在に気付きにくい場合があります。 

インテリジェント・ナイトビジョンシステムは、2つの遠赤外線カメラが捉えた映像によってドライバーの視覚を支援するとともに、 

音と歩行者強調表示による注意喚起機能を世界で初めて実現した「歩行者認知支援システム」です。夜間の一般道路を走行中に、 

肉眼では見えにくい前方歩行者の存在をいち早く知らせることで、ドライバーの認知・判断を支援し、ひいては事故の未然防止に貢献します。 

Hondaでは、国土交通省が推進するASV（先進安全自動車）プロジェクトに積極的に参加し、「事故の防止と傷害の軽減」を目指した研究に 

取り組んできました。その一環として、歩行者に対する予知・予防安全の研究を進める中で、夜間走行時のドライバーへの注意喚起を 

重要視し、視覚支援機能に歩行者認知支援を加えた「Hondaナイトビジョンシステム」を2000年に発表。 

そしてこのたびシステムの高性能、高精度化を実現したことで、このレジェンドから量産車への採用を進めていきます。 

 

インフォメーションスイッチ 

インフォメーションスイッチ 

SEL／RESETスイッチ 
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輝度調整スイッチ 
（メーター輝度連動） 

ヘッドアップディスプレイは、インストルメントパネ

ル上部のドライバー正面に設置しています。シ

ステムOFF状態では格納されており、日射セン

サーの情報から夜であると判断し、かつヘッドラ

イトあるいはフォグライトが点灯している状態でメ

インスイッチをONにするとポップアップします。

映像表示部はミラーとし、インパネ内部からの映

像を反射・投影。前方視界を妨げないサイズ、

配置としました。また、映像の上下位置はドライ

バーのシートポジションに合わせて調整が可能。

映像輝度の調整はメーターの輝度調整スイッチ

と共用連動しています。さらに、オートライトとの

連動による自動起動や、最大輝度表示の選択

も可能にし、ステアリングホイールにあるマルチ

インフォメーションディスプレイの操作スイッチで

設定することができます。 

 システム構成 
フロントバンパー奥2カ所に設置したステレオ式

の遠赤外線カメラによる映像を、

インストルメントパネル上部のメー

ターバイザー奥に設置した格納式

のヘッドアップディスプレイに表示

します。また、歩行者検知を行う

インテリジェント・ナイトビジョンシステムECUを設

置したほか、車速センサーや、夜間であることを

判断してヘッドアップディスプレイ

の起動を可能にする日射センサー

など、走行状態や周囲の環境を把

握するための各種センサー類で

構成しています。 

メインスイッチ 

表示位置調整スイッチ（アップ） 

表示位置調整スイッチ（ダウン） 

ナイトビジョンECU

インテリジェント・ナイトビジョンシステム システム構成 

ヘッドライトスイッチ（車両情報） 

ヨーレイトセンサー（車両情報） 

映像 
信号 

ナイトビジョンスイッチ 
（メインスイッチ） 

コンビメーター 
注意喚起音 

遠赤外線カメラ 

輝度調整スイッチ 

ヘッドアップディスプレイ 

日射センサー 

車速センサー（車両情報） 
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Safety

ステレオ式の遠赤外線カメラによる、Honda独自の歩行者検知技術。 
歩行者を検知するために、Hondaは遠赤外線カ

メラを2カ所に設置し、一般的に言われる三角測

量と同じ原理によって歩行者を検知します。まず、

右カメラの画像情報から熱源対象物を選び出し、

左カメラの画像情報とマッチングさせ対象物との

同一性を判断。左右２点から捕えた対象物のズ

レ（視差）によって対象物までの距離を算出します。

さらに、算出した距離に基づいて対象物の相対

的な位置や動きを判断し、形状判定と統合して

歩行者であることを特定。注意喚起の対象として

抽出します。インテリジェント・ナイトビジョンシステ

ムは2つの遠赤外線カメラをステレオ化することで、

初めて歩行者検知を可能にしています。 

 

 歩行者形状判定 

対象物に対して歩行者であるかどうかは、形状に

よって判定します。頭部およそ20cm、肩部およそ

50cm、高さ（身長）は1～2mくらいという判別を行

い、歩行者であると判定。それ以外の対象物を除

外し、歩行者と判定した対象物について抽出します。 

あくまでもドライバーを主役にした、支援システム。 
通常の運転で低速走行している場合は、ヘッド

ライトのロービームで肉眼による目視が充分に可

能であり、約30km/h以上の速度で走行してい

る場合に作動する設定としました。あくまでもドラ

イバーの運転操作が中心であり、肉眼による目視

が可能な状況ではそれを優先し、インテリジェント・

ナイトビジョンシステムは見えにくい領域に対して

認知支援を行います。 

音と強調表示による世界初の注意喚起機能。 
遠赤外線カメラによる映像は、熱源対象物を白

いシルエットとして映し出します。インテリジェント・

ナイトビジョンシステムは、その対象物の中から歩

行者を特定すると、注意喚起のための音を発す

ると同時に、ディスプレイに映し出された歩行者

を囲むようにオレンジ色の枠で強調表示します。

注意喚起機能は、自車の進路上にいる歩行者と

進路に入ろうとしている横断歩行者に対して作動。

一般道路の速度域において歩行者の位置に到

達するまでの時間を予測し、充分な回避操作が

行えるタイミングで注意喚起を行います。 

 

 注意喚起の作動範囲 

●進路上の歩行者 
車両の幅に対して左右それぞれ1.5m程度、前方30～80mの
範囲を進路と設定し、その範囲内にいる歩行者について注
意喚起を行います。これは一般的な市街地道路での使用を
前提に、道路幅約6m、片側車線約3mプラス路側帯のある
ような道路を、車線右側いっぱいを走行していて左路側の歩
行者に対して注意喚起することを設定条件としています。 

●横断歩行者 
設定した進路の外側にいる歩行者でも、遠赤外線カメラの画
角約12°の範囲で進路に進入するような動きをしている歩行者
について、注意喚起を行います。この12°の範囲は、一般的な
歩行速度を検証し、右側から横断してくる歩行者がセンター
ラインを越えてくる前に注意喚起するために設定しています。 

■歩行者検知フローイメージ 
 

熱源対象物を選出 
　 

左右カメラの視差を利用し対象物までの距離を測定 
　 

距離に基づき、対象物の相対的な動き（時間変化）や位置を判断 
　 

形状判定と統合し歩行者を特定 
　 

音と強調表示による注意喚起 

20

40

60

80

100m対象外 右カメラ 

視差＝距離 

左カメラ 

注意喚起対象 注意喚起対象 

■歩行者検知の基本原理 

ステレオ式遠赤外線画像情報 距離・位置検出 

頭部・肩の形状抽出 

肉眼同等の見え方 遠赤外線カメラによる映像 

ガラス 

高温部 
（排気管） 

高さ判別 

歩
行
者
の
抽
出 

車
両
の
除
外 

電
柱
等
の
除
外 

動き検出 

■歩行者形状判定 

0.5m
1～2m

ランプ 

1.5m3.8m

6m
1.5m

12° 

カメラ画角 

距離30m

距離80m

■インテリジェント・ナイトビジョンシステムの効果イメージ 

����
���� � � 	 
 � �� � ��	

対象物 

左カメラ 右カメラ 

3m
0.5m

1.8m1.5m

1m

左カメラ 
画角範囲 

右カメラ 
画角範囲 

歩行者 
横断速度 
0.9～ 
1.8m/秒 

●進路上の歩行者 

■歩行者検出エリアの設定 ■注意喚起作動範囲イメージ 

●横断歩行者 

歩行者 

対向車のヘッドライトの影響などによって肉
眼では歩行者の存在に気付かない場合があ
ります。 

対向車のヘッドライトで歩行者が
見えにくい状況 

街灯の影響で 
歩行者が見えにくい状況 

前方に視点を集中していても、音と強調表示によって歩行者を瞬時に認知でき、ゆとりをもって対処できます。 

遠赤外線カメラによって歩行者が映し出さ
れますが、前方視界に集中していると歩行
者を認知しづらい場合があります。 

インテリジェント・ナイトビジョンシステム 

横断歩行者 
注意喚起範囲 

■インテリジェント・ナイトビジョンシステムは2004年12月生産開始予定。 

●インテリジェント・ナイトビジョンシステムの機能には限界があります。システムを過信せず、一般のクルマと同様に周囲の安全を直接確認して運転してください。また、画面を見るときは必要最小限にとどめて

ください。 ●インテリジェント・ナイトビジョンシステムは、悪天候などによる視界不良での運転を支援するものではありません。 ●車速が約30km/h以下の場合や停止状態でも映像は映りますが、注意喚起機能

は作動しません。 

街灯のない道で 
歩行者が見えにくい状況 

進路上の歩行者 
注意喚起範囲 

アクティブセーフティ［歩行者認知支援システム］ 



追突事故の多くは、ドライバーの前方不注意や

前走車との車間距離の不足などが原因と考え

られます。「追突軽減ブレーキ（CMS）＋E－プ

リテンショナー」は、走行中はミリ波レーダーによ

り前走車との距離や相対速度などを検知し、

追突のおそれがあるとコンピューターが判断し

た場合には警報を発し、さらに危険度に応じて

ブレーキとシートベルトを制御することで、ドライ

バーによる危険回避操作を支援するとともに追

突被害の軽減を図ります。 

 

 

 

 

ミリ波レーダーにより前走車を検知し、追突のお

それがあると判断した場合に警報（音＋表示）

でドライバーに知らせ、さらに接近した場合には

軽いブレーキによる体感警報を行います。そし

て追突の回避が困難と判断した場合には強い

ブレーキ制御を行い、ドライバー自身のブレーキ

操作との相乗効果によって追突速度を低減。効

果的に追突事故の回避支援とダメージ軽減を

図ります。このシステムは、ASV（先進安全自動車）

を提唱する国土交通省の認可を取得しています。 

 

 

 

 

 

CMSと連動して作動し、追突の危険性が高い

場合に運転席のシートベルトを弱く2～3回引き

込むことで、体感的な警報を与えます。そして追

突の回避が困難と判断した場合には、運転席お

よび助手席のシートベルトを強く引き込み拘束効

果を高め、CMSとともに追突時の被害軽減を図

ります。また、E－プリテンショナーはCMSとの連

動とは別に、急ブレーキ時に電子制御ブレーキ

アシストが作動したときにもシートベルトを強く引

き込み、乗員の拘束効果を高めます。 

�� ��

運転に安心とゆとりを与える、予防安全。 

アクティブセーフティ 

Safety

ヘッドライトの配光を左右にコントロールし、旋回時に進行方向を 
照らす、AFS（アダプティブ・フロントライティングシステム）。 
カーブや交差点の右左折時などでステアリングを操作すると、ステアリング舵角に連動して操舵側

のヘッドライトユニット（ロービームのみ）が最大20°まで向きを変え、進行方向を明るく照射。高輝度

で照射距離の長いプロジェクタータイプ・ディスチャージヘッドライトとあわせ、夜間走行時の安心感

を高めます。乗車人数や荷物量によって車重が変化しても照射軸を一定に保つオートレベリング機

構も備えています。なお、8km/h以上で作動し、停車時や5km/h以下になったとき、後退時

には作動しない設定とし、作動を停止したい場合には、AFSオフスイッチを押すことで作動

を解除することも可能です。 

追突を予測してドライバーに危険を 
知らせ、さらに追突速度を低減する、 
追突軽減ブレーキ（CMS）。 

遠くまで明るく照らすディスチャージヘッドライト（ロービーム） 

緊急ブレーキ時に、より強力にアシストする、 
学習機能付電子制御ブレーキアシスト。 

低消費電力ながらハロゲンヘッドライトの約2倍の光量を発し、照射距離の長いプロジェクタータイプ

ディスチャージヘッドライトを採用。遠くまで明るく照らし、走行時の安心感を高めます。 

機械式ブレーキアシストに対し、より細かい制御が行える電子制御式を採用。CMS、E－プリテン

ショナーとの協調も図っています。ブレーキペダルの踏み込み速度と踏み込み量から緊急ブレーキ

と判断すると、ブレーキ圧を加圧してブレーキ操作をアシスト。EBD（電子制御制動力配分システ

ム）付ABSとあわせ、制動性能を効果的に引き出します。また、ドライバーのブレーキ操作の傾向に

合わせ、アシスト作動ポイントを自動的に設定する学習機能も備えています。 

SH－AWDとあわせ 
走行安定性をさらに高める、 
VSA（車両挙動安定化制御システム）。 
ABS、TCSに、オーバーステアやアンダーステ

アなどの横すべり抑制を加えたVSA。ブレーキ

制御を4輪制御とし、きめ細かにコントロールす

ることで、よりスムーズなコーナリングを可能にし

ました。さらに、エンジントルク制御をDBW（ドラ

イブ・バイ・ワイヤ）によるスロットル制御で行うこ

とで、より高精度な制御を可能にしています。なお、

作動を停止したい場合には、VSAオフスイッチ

を押すことで作動を解除することも可能です。 
 

 オーバーステア抑制 

ステアリングの急な切り過ぎなどで後輪スリップに

よる車両の巻き込みが発生した場合、外輪にブ

レーキをかけることで車両を安定化。 

 

 アンダーステア抑制 

旋回時に前輪がスリップし軌跡がはらんだ場合、

エンジントルクを低減し、リア内輪にブレーキをかけ

ることでトレース性を向上。 

 

 発進制御 

発進時などで左右輪の路面状況が異なる場合、

エンジントルクとブレーキ力を最適配分し、ホイール

スピンを抑制することで、発進性や登坂性を向上。 

ブレーキ制御とシートベルト制御で追突の危険に対応する、「追突軽減ブレーキ（CMS※）＋ 
E－プリテンショナー（運転席／助手席）」（アドバンスパッケージ、アドバンスHIパッケージ）　※Collision Mitigation brake System

危険を知らせ、万一に備える、予知安全。 

Safety
プリクラッシュセーフティ 

衝突を予測してドライバーの危険回避行動を支援し、衝突時の被害を軽減する、 
Hondaプリクラッシュセーフティテクノロジー。 

衝突事故に対して、まずは「ドライバーに危険を知らせ回避を支援する」こと、そしてなおかつ 

「衝突が避けられないような状況では可能な限り被害を軽減する」ことを目的としたHondaプリクラッシュセーフティテクノロジー。 

レジェンドは前走車への追突に対して、ブレーキ制御とシートベルト制御による追突被害軽減機能を設定しています。 

プロジェクターユニット 

ギアボックス 

上下アジャスターモーター 

ドライバーに危険回
避操作を促す 

操作支援＆被害軽減 

音と表示 
による警報 

Ｅ－プリテンショナー 

追突軽減ブレーキ 
（CMS） 軽いブレーキング 強いブレーキング 

前走車 

■「追突軽減ブレーキ（CMS）＋E－プリテンショナー」基本作動イメージ 

ミリ波レーダーに 
より前走車を検知 

2 さらに接近 3 追突の回避が困難 

●追突軽減ブレーキ（CMS）は追突を自動で回避したり、自動で停止するシステムではありません。CMSの機能には限界があります。 
●E－プリテンショナーはシートベルトを正しく着用し、正しい運転姿勢をとらないと充分な効果を発揮しません。 
●追突軽減ブレーキ（CMS）＋E－プリテンショナーの作動は、走行状態により異なります。 

1 前走車へ接近 

シートベルトの 
弱い引き込み 
（運転席） 

シートベルトの 
強い引き込み 

（運転席／助手席） 

警報ブザー 
ディスプレイ表示 

警報ブザー 
ディスプレイ表示 

警報ブザー 
ディスプレイ表示 

1 前走車へ接近（追突のおそれがあると判断）　  音と表示による警報 
 
 2 さらに接近　   軽いブレーキングとシートベルトの弱い引き込みによる体感警報 
 
3 追突の回避が困難　   強いブレーキングとシートベルトの強い引き込みによって 
　　　　　　　　　　   回避操作の支援と追突時の被害を軽減 

■AFS構造図 

カーブの先を照らす 

■AFS配光イメージ 

交差点を照らす 

停車時、5km/h未満、後退時は作動しません。 

オーバーステア抑制 
外側タイヤにブレーキ 

エンジン出力を抑えるとともに 
リア内側タイヤにブレーキ 

VSAあり 

VSAなし 

VSAなし 

VSAあり 

■VSA作動イメージ 

CMSとともに危険を知らせ、さらに 
乗員拘束性を高めて追突被害の 
軽減を図る、E－プリテンショナー 
（運転席／助手席）。 

「追突軽減ブレーキ（CMS）＋E－プリテンショナー」基本作動イメージ 
フロントグリル内に設けたミリ波レーダーにより、前方およそ100mにわたって前走車を検知。 

 

↓ 

 

1　前走車へ接近 
前走車との距離や相対速度、予測した自車の進路などから追突の危険性があると判断した場合、 

警報（音＋表示）によりドライバーに認知および回避操作を促します。 

 

↓ 

 

2　さらに接近 
より強くドライバーに回避操作を促すために、音と表示による警報に加え、CMSの軽いブレーキングと 

E－プリテンショナーの弱いベルト引き込み（2～3回）によって体感的に危険を知らせます。 

また、この時点でドライバーがブレーキを踏むとブレーキアシストが作動し、操作支援を行います。 

 

↓ 

 

3　追突の回避が困難 
回避が困難と判断した場合、E－プリテンショナーが強くベルトを引き込み拘束効果を高めるとともに、 

CMSが強いブレーキングを行い追突速度を低減し、被害の軽減を図ります。 

クルマとしての基本性能を高めたうえで運転にゆとりと安心を与える数々の装備を搭載。 
事故を未然に防ぐためのアクティブセーフティ。 

「走る・曲がる・止まる」というクルマの基本性能を徹底的に突き詰めるとともに、視認性や操作性といった運転のしやすさを向上。 

そのうえで、ドライバーの操作などを補助し、安心感を高める充実したアクティブセーフティ装備をすべて標準で備えています。 

アンダーステア抑制 
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乗員と相手車両と歩行者に対する、衝突安全。 

パッシブセーフティ 

Safety

Gコントロール技術は、第2ステージへ。リアルワールドでのさらなる安全を追求し、「自己保護性能の向上」 
と「相手車両への攻撃性低減」の両立へと進化した、Honda独自のパッシブセーフティ。 

Hondaは、世界初の屋内型全方位衝突実験施設におけるCar to Car（クルマ相互）の衝突実験をはじめとする、リアルワールドでの衝突安全研究を

さらに推進し、Gコントロール技術をいっそう向上。これまで取り組んできた衝突時に乗員を守るための自己保護性能をさらに進化させると同時に、 

衝突する相手車両への攻撃性低減を図る、独自の「コンパティビリティ対応ボディ」を実現しました。 

リアルワールドを見据えた自己保護性能の追求 

第2ステージ 

「傷害値の低減」を重視 
前面フルラップ衝突に対応 

「生存空間の確保」を重視 
前面オフセット衝突に対応 

■「傷害値の低減」と「生存空間の確保」を両立する衝突安全技術 

相反する2つの要素を両立させ、 
自己保護性能を向上 

■クルマ相互の衝突実験/テストモード 

前面オフセット率50％ 

相手重量２トンクラスまでの乗用車 

重量の違いにより 
軽い車両が押し返される 

ボディ硬度の違いにより 
軟らかいボディは 
つぶれやすい 

ボディ骨格の違いにより 
衝撃吸収部材の 
すれ違いがおこる 

■クルマ相互の衝突を想定した研究課題 

「自己保護性能のさらなる進化」と「相手車両への攻撃性低減」の両立 

衝突時に乗員を守るための自己保護性能をいっそう進化させ、同時に衝突する相手車両への攻撃性を低減する。 

この相反する2つの要素を両立させるためには、エンジンルームにおいて衝突エネルギーをいかに分散させ、 

衝撃を効率よく吸収させるかが重要です。 

そこで「相手車両の衝撃吸収部材とのすれ違い防止」「衝突時の衝撃分散化」「高効率なエネルギー吸収」の3つをテーマに、 

衝突安全性能のさらなる高次元化に取り組んでいます。 

その結果、レジェンドはエンジンルームでの高効率なエネルギー吸収により、衝突実験の目標値をクリア。 

高水準な自己保護性能を確保するとともに、相手車両への攻撃性も低減した 

コンパティビリティ対応ボディを実現しています。 

　 高効率なエネルギー吸収により 
キャビンへの負荷を低減 

■コンパティビリティ対応ボディの設計コンセプト 

　 相手車両の衝撃吸収部材 
とのすれ違いを防止 

　 衝撃をより広い面で受け止め 
エネルギーを効率良く分散 

両立 

1 2

3

クルマとクルマのより安全な共存をめざす、 
革新のコンパティビリティ対応ボディ。 

乗員の「傷害値の低減」と「生存空間の確保」を 
両立し、全方位からの衝突にも対応した衝突安全性能。 

乗員に対する「傷害値の低減」が課題となる前面フルラップ衝突と、

「生存空間の確保」が課題となる前面オフセット衝突の双方を高水

準でクリアすることを目指し、独自のGコントロール技術で対応。前面

フルラップ衝突55km/h、前面オフセット衝突64km/hをクリアする、

衝突安全性能を実現しています。また、側面衝突55km/h、後面衝

突50km/hにも対応しています。 

さまざまな相手車両との衝突を想定した研究を重ねてきた結果、 
第2ステージへと進化した衝突安全技術。 
リアルワールドでのクルマ相互の衝突時には、ボディ骨格の違いによる衝撃吸

収部材のすれ違いや、重量やボディの硬さの違いによって、どちらか一方の車

両が大きなダメージを受けてしまうなど、さまざまな状況が発生します。そこで、

これらの違いによるさまざまな相手車両との衝突を想定し、クルマ相互の衝突

実験を繰り返し行うことで、大きさや構造、硬さが異なる車両との衝突にも対

応する、コンパティビリティ対応技術の研究を続けてきました。そして、こうした

取り組みの成果として、自己保護性能の向上のみならず、相手車両への攻撃

性低減も視野に入れた、第2ステージへと進化しました。 

リアルワールドでの安全を追求し、 
独自の目標を設定したクルマ相互の衝突実験を実施。 

Hondaはバリア衝突テストにとどまらず、リアルワールドでの衝突安全

性能の向上を目指し、事故統計の分析から「相手重量2トンクラスまでの

乗用車、双方の衝突速度50km/h、50%前面オフセットの衝突」という

独自の研究目標を設定し、クルマ相互の衝突実験を実施。まずは第1

ステージとして、乗員保護という視点から衝突安全を追求し、この目

標値をクリアしてきました。 

双方の衝突速度50km/h

「自己保護性能のさらなる進化」 「自己保護性能のさらなる進化」 「相手車両への攻撃性低減」 「相手車両への攻撃性低減」 
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第1ステージ 

テスト車両によるクルマ相互の衝突実験（右レジェンド） 
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Safety

相手車両の衝撃吸収部材との 
すれ違いを防止 

ロアメンバーにより、 

相手車両の衝撃吸収部材との 

すれ違いを防止します。 

衝突時の衝撃の分散化 
衝突時の衝撃をより広い面で 

受け止める構造とし、 

効率よく分散させます。 

■衝突エネルギー吸収割合の変化イメージ（自社軽クラスの乗用車との衝突の場合） 

エネルギー吸収率の増大 

衝
突
前 

衝
突
時 

従来モデルのボディ構造 Newレジェンドのボディ構造 

従来モデルの 
ボディ構造 

Newレジェンドの 
ボディ構造 

自車両のエネルギー吸収率 相手車両のエネルギー吸収率 

エンジンルームで衝突エネルギーを高効率に吸収することで、 
キャビンへの負荷を大幅に低減するとともに、相手車両への攻撃性を低減。 

相手車両の 
衝撃吸収部材 

すれ違いを防止する衝撃吸収部材と、衝撃を広い面で受け止める骨格による 
高効率衝撃吸収構造、コンパティビリティ対応ボディ。 
前方向からの衝撃に対し、アッパーフレームや

ロアメンバーによってエネルギーを分散・吸収し、

さらにフロントピラーやフロアに拡散。ロアメン

バーが相手車両の衝撃吸収部材とのすれ違

いを防ぎ、アッパーフレームとともに衝撃をより

広い面で受け止めることで、極めて高効率な

衝突エネルギー吸収を実現し、キャビンへの負

荷を大幅に低減。自己保護性能を向上すると

ともに相手車両への攻撃性も低減しています。

レジェンドは、こうしたコンパティビリティ対応構

造に加え、フロントサイドフレームを従来の四角形

から六角形にしたうえで大断面化。初期の衝突

エネルギーをしっかりと受け止めます。また、エン

ジンを支持するフロントサブフレームを衝突時に

後方へスライドさせクラッシュストロークを

確保することで、自己保護性能をいっ

そう高めています。さらに、ボディ骨格に

は高張力鋼板（ハイテン材）の採用を

大幅に拡大するなど、全方位からの衝

突に対してエネルギー吸収効率の高

い構造を実現しています。 

Hondaでは、万一の際の歩行者衝突時の傷害軽減を目指した、歩行者

傷害軽減ボディの開発に独自に取り組んでいます。生命に関わるダメー

ジを最も受けやすい頭部はもちろんのこと、さらに脚部にも対応。ボンネット

フード、ボンネットヒンジ、ワイパー取り付け部、フロントフェンダー、バンパー

に衝撃吸収構造を採用しています。 

頭部や脚部に対する衝撃吸収構造を採用した、歩行者傷害軽減ボディ。 

●衝撃吸収ワイパー 

ワイパー取り付け部回りを変形しやすい構造とし、衝突時の衝撃を吸収。 

●衝撃吸収ボンネット 

エンジンなどとボンネットフードの間に空間を確保し、 
衝突時の衝撃を吸収。さらに、中央付近にテープスティフナーを設置し、 
より衝撃吸収性を向上。 

●衝撃吸収フェンダー 

フェンダー取り付け部を変形しやすい構造とし、衝突時の衝撃を吸収。 

●ボンネットヒンジ部衝撃吸収構造 

ボンネットの取り付けヒンジ部を変形しやすい構造とし、 
衝突時の衝撃を吸収。 

●衝撃吸収バンパー 

バンパービーム前に発泡材を設置し、衝突時の衝撃を吸収。 
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パッシブセーフティ 

入力 

入力 

■コンパティビリティ対応ボディ 

■フロア骨格構造図 

ロアメンバー 
相手車両の衝撃吸収 

部材とのすれ違いを防止 

メインフレーム 
高効率なエネルギー吸収 

アッパーフレーム 
上部のエネルギー吸収 

入力 

入力 
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Safety

国土交通省 
「平成17年排出ガス基準75％ 
低減レベル」認定を取得。 
高精度な空燃比制御などによる高効率な燃焼

に加え、エキゾーストマニホールド一体型シリン

ダーヘッドやシリンダーヘッド直下型キャタライ

ザーの採用などによって、排出ガス中の有害物

質、NMHC（非メタン炭化水素）、NOx（窒素

酸化物）、CO（一酸化炭素）をそれぞれ低減。

平成17年排出ガス規制に適合しただけでなく、

NMHCとNOxを基準値の1/4以下にまで低減

するなど、極めて優れた排出ガス浄化性能を

実現。国土交通省「平成17年排出ガス基準

75％低減レベル」認定を取得しています。 

優れた燃費性能を達成。 
VTEC機構をはじめとする高効率な燃焼技術

により、高出力を発揮しながら優れた燃費性能

を実現。そのうえで、トランスミッションのきめ細

かな制御による伝達効率の向上、細部にわた

る軽量化、空力性能の向上などにより、低燃費

を実現しています。 

側面衝突時の頭部への衝撃を緩和する、 
サイドカーテンエアバッグシステム。 
側面衝突時に子供から大人までさまざまな体

格の乗員の頭部や頚部を広範囲で保護し、特

にピラーへの頭部衝突を防ぐ展開性能を実現

したサイドカーテンエアバッグシステムを標準装

備。サイドウインドウのほぼ全面をカバーする大

型エアバッグを瞬時に展開させるために低温

ガス（全圧縮ガスタイプ）インフレーターを採用。

極めて速い展開速度に加え、バッグの厚さの

拡大も可能となり、衝突の衝撃をより効果的に

吸収。頭部への傷害を大幅に軽減しています。

また、衝撃センサーは車体中央、前席乗員横

左右2か所、後席乗員横左右2か所の計5か所

に設置し、側面衝突の形態に応じてサイドカー

テンエアバッグシステムと運転席用＆助手席用

のi-サイドエアバッグシステムが最適なタイミング

で作動するように制御しています。 

頭部衝撃保護インテリア 
室内のルーフサイドや各ピラー内部を衝撃吸

収構造とし、衝突時に乗員の頭部への衝撃を

緩和します。 

頚部衝撃緩和フロントシート 
後方からの衝突時に頭部と体は別 な々力を受

けてしまうため、頚部への負担が大きくなってし

まいます。そこで、衝突時に体を沈み込ませる

特性をシートバックに持たせるとともに、ヘッドレ

ストの取り付け位置や角度を最適化。頚部に

かかる負担を軽減しています。 

PVC使用量を削減し、 
リサイクル可能率90％以上※を実現。 
インテリア、エクステリアの樹脂部品からPVC（ポ

リ塩化ビニール）を積極的に減らし、リサイクル

しやすく環境にやさしい材料選定を行いました。

特にインテリアのインジェクション成型部品のほ

とんどにリサイクル性に優れたオレフィン系樹脂

材を使用。インストルメントパネルやドアライニン

グ上部の表皮成形にウレタンスプレー製法を

採用し、またアンダーコートにアクリル・ウレタン

樹脂を採用するなど、PVCの使用量を従来モ

デルの1/5にまで削減しています。また樹脂

パーツへの識別記号の表示など、リサイクル

可能率をクルマ全体で90％以上※としました。 
※Honda独自の算出基準による 

リサイクル材の使用を拡大。 
Hondaでは、ディーラーからのバンパー回収リ

サイクルシステムを確立し、回収したバンパーを

再生材として再利用しています。レジェンドでは、

バンパーサイドスペーサーやスプラッシュシー

ルドに再生樹脂を使用しています。 

鉛レス化を推進し、 
96年レベルの1/10以下に削減。 
エンジンのバルブロッカーアームに鉛フリー材を

採用。そのほか、燃料タンクのメッキを変更し、

ボディ電着塗装の脱鉛を可能にする塗料を開

発するなど、鉛の使用量を1996年レベルの

1/10以下に削減しました。 
■経済産業省「リサイクルイニシアチブ」による業界目標は、鉛の使用
量を2006年1月以降1996年レベルの1/10以下に削減することを目指
すものです。 

六価クロムの使用量削減を推進。 
Hondaでは六価クロムの使用全廃を目指し、

使用量の削減を推進しています。レジェンドでは、

アルミ部品に使用するボルト・ナット、内外装の

樹脂部品取り付け用の小ネジ、ブレーキパイプ

やフューエルパイプ、アルミホイールなど多くの

部品に使用する、下地処理剤やコーティング剤

について、六価クロムの使用を廃止しています。 
■日本自動車工業会による自主規制目標は、六価クロムの使用につ
いて2008年1月全廃を目指すものです。 

製造工程での 
エネルギー消費量を削減。 
インストルメントパネルなどの表皮成型において、

金型の高温加熱・急冷工程を廃止。これにより、

エネルギーの消費量を削減しています。 

●フロント3点式ロードリミッター付プリテンショナー

　　ELRシートベルト（テンションリデューサー付） 

●リア全席3点式ELR/ALRシートベルト 

●ISO FIX対応チャイルドシート固定専用バー＋ 

　テザーアンカー（リア左右席） 

大型化した前席用i-サイドエアバッグシステム 
（助手席乗員姿勢検知機能付）。 
側面衝突時の安全性能を高めるためにエア

バッグを大型化。胸付近から腰付近まで保護

範囲を広げています。さらに、車両の左右と中

央部に側面衝突検知センサーを設置したこと

で、より的確なタイミングで作動します。また、乗

員姿勢検知センサーを助手席シートに内蔵。

体格や姿勢を検知してエアバッグの展開を制

御します。 

運転席用＆助手席用i-SRSエアバッグシステム 
衝撃を受けた状況を、より緻密に検知・判断

する作動プログラムを設定。デュアルインフ

レーターを採用し、衝撃の大きさによって2つの

インフレーターを同時に点火するか時間差を設

けて点火するかを判断し、エアバッグの展開出

力を2段階にコントロールします。 

その他、充実した安全装備。 

多角的に出来る限りを尽くす、社会への配慮。 

Ecology
環境技術 

「平成17年排出ガス基準75％低減レベル」認定車表示マーク 
平成17年排出ガス規制のNMHC、NOxについて基準値を75％以上
下回る優秀な環境性能を達成した車両に与えられます。 

すべての製品の生産から廃棄まで、さらにHondaがかかわる全活動に
高い環境意識と独自の視点が生み出す技術、それがHondaのエ
コロジー・コンシャス・テクノロジー、e -TECH（イーテック）です。 
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主 要 諸 元  

（
全
高
）1
45
5

（輪距）前1575／後1585

（全幅）1845

53
0

15
15

13
20

53
0

14
5

11
85

495

2025

B

92
5

A

（軸距）2800

A（左右/中央）：510/480　B（左右/中央）：920/870
（全長）4930

■※1 メーカーオプションを組み合わせて装着した場合の最大車両重量です。 
■※2 アドバンス HIパッケージ装着車は8.5km/r 。アドバンス HIパッケージを除くメーカーオプション装着車は8.2km/r （レザーインテリア単独装着車、 
　アドバンスパッケージ単独装着車、レザーインテリア＆アドバンスパッケージ装着車は８.６km/r ）。 
■※3 電動パワーステアリングは、アドバンス HIパッケージ装着車のみ。 
■＊はネット値です。「ネット」とはエンジンを車両に搭載した状態とほぼ同条件で測定したものです。　 
■新単位として、出力は「PS」から「kW」に、トルクは「kg･m」から「N･m」に切り替わっています。　 
■燃料消費率は、定められた試験条件のもとでの値です。実際の走行時には、この条件（気象、道路、車両、運転、整備などの状況）が異なってきますので、それに応じて燃料消費率が異なります。　 
■主要諸元は道路運送車両法による型式指定申請書数値。　 
■LEGEND、G-CON、HIDS、IHCC、INTER NAVI SYSTEM、LKAS、PGM-FI、VSA、VTECは本田技研工業株式会社の登録商標です。 
■製造事業者：本田技研工業株式会社　 

車名・型式 

駆動方式 

トランスミッション 

寸法・重量・ 
乗車定員 　　 

 

 

 

 

 

 

 

 

エンジン 　　　　 

 

 

 

 

 

 

 

 

性能 　　 

 

 

 

 

動力伝達・ 　　　　 
走行装置 　　　 

全長（m） 

全幅（m） 

全高（m） 

ホイールベース（m） 

トレッド（m） 前/後 

最低地上高（m） 

車両重量（kg） 

　　　　　　　　　　　　 最大車両重量（kg） ※1 

乗車定員（名） 

客室内寸法（m） 長さ/幅/高さ 

エンジン型式 

エンジン種類・シリンダー数および配置 

弁機構 

総排気量（cm3） 

内径×行程（mm） 

圧縮比 

燃料供給装置形式 

使用燃料種類 

燃料タンク容量（r） 

最高出力（kW［PS］/rpm）＊ 

最大トルク（N・m［kg・m］/rpm）＊ 

燃料消費率（km/r ） 10・15モード走行（国土交通省審査値） 

主要燃費向上対策 

最小回転半径（m） 

変速比 

減速比（前/後）  

ステアリング装置形式 

タイヤ（前・後） 

主ブレーキの種類・形式（前・後） 

サスペンション方式         前 

　　　　　　　　　　　 後 

スタビライザー形式（前・後） 

ホンダ・DBA-KB1 

4WD（SH-AWD） 

電子制御5速オートマチック（Sマチック） 

4.930 

1.845 

1.455 

2.800 

1.575/1.585 

0.145 

1,760 

1,800 

5 

2.025/1.515/1.185（サンルーフ装着車1.160） 

J35A 

水冷V型6気筒横置 

SOHC　ベルト駆動　吸気2　排気2 

3,471 

89.0×93.0 

11.0 

電子制御燃料噴射式（ホンダPGM-FI） 

無鉛プレミアムガソリン 

73 

221［300］/6,200 

353［36.0］/5,000 

8.6 ※2 

可変バルブタイミング/ロックアップ機構付トルコン/電動パワーステアリング ※3 

5.8 

1速2.697/2速1.572/3速1.071/4速0.729/5速0.530/後退1.888 

4.375/3.375 

ラック・ピニオン式（パワーステアリング仕様） 

235/50R17 96V 

油圧式ベンチレーテッドディスク 

ダブルウイッシュボーン式 

マルチリンク式 

トーション・バー式 

■三面図（サンルーフ非装着車）単位：mm

V6 3.5r VTEC＋PGM-FI

 レジェンド 

■メーカーオプションは組み合わせによっては同時装着できない場合がございます。■メーカーオプション パッケージ内の各装備は単独装着できません。■仕様ならびに装備は予告なく変更することがあります。あらかじめご了承ください。 
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安全装備 運転席用＆助手席用i-SRSエアバッグシステム 

前席用i-サイドエアバッグシステム 

（助手席乗員姿勢検知機能付）　 

サイドカーテンエアバッグシステム 

頚部衝撃緩和フロントシート　 

フロント3点式ロードリミッター付 

プリテンショナーELRシートベルト 

（テンションリデューサー付） 

リア3点式ELR/ALR（チャイルドシート固定機構） 

シートベルト（3席）　 

EBD（電子制御制動力配分システム）付 

ABS（4輪アンチロックブレーキシステム） 

＋学習機能付電子制御ブレーキアシスト 

VSA（ABS＋TCS＋横すべり抑制） 

ISO FIX対応チャイルドシート固定専用バー（リア左右席） 

＋テザーアンカー（リア左右席） 

インテリジェント・ナイトビジョンシステム＊1 

（歩行者検知機能付） 

AFS＜アダプティブ・フロントライティングシステム＞ 

（オートレベリング機構付） 

ディスチャージヘッドライト＜HID＞（ロービーム） 

フロント・シートベルトショルダーアジャスター 

LEDハイマウント・ストップランプ 

運転席シートベルト締め忘れ警告ブザー＆警告灯 

（シートベルトリマインダー付） 

室内難燃材 

ドアビーム 

チャイルドプルーフ 

快適装備 Honda HDDインターナビシステム 
＋プログレッシブコマンダー 

（8インチワイドディスプレイ、TVチューナー付/ 

 インターナビ・プレミアムクラブ対応） 

BOSE サラウンド サウンドシステム 

（インダッシュ6連奏DVD/CDチェンジャー 

  ＋AM/FMチューナー＋10スピーカー） 

オーディオリモートコントロールスイッチ（照明付） 

クルーズコントロール＊2（照明付ステアリングスイッチ） 

アクティブノイズコントロール 

スノーモードスイッチ　 

パワーステアリング＊3（電子制御・車速感応油圧式） 

パワーウインドウ 

（全ドアワンタッチ式＜挟み込み防止機構付＞、 

  スイッチ照明/可変スピードレギュレーター付） 

チルトアップ機構付電動ガラスサンルーフ 

（ワンタッチ式/挟み込み防止機構付） 

Honda スマートカードキーシステム 
（パーソナリゼーションセッティング機能/カードキー2枚付） 

電波式キーレスエントリーシステム＜全ドア/トランク＞ 

（ウエルカムランプ機能/アンサーバック機能付）　 

ドライビングポジション・メモリー 

（シート/ステアリング/ドアミラーポジション） 

車速連動オートドアロック 

セキュリティアラーム　　 

イモビライザー 

アクセサリーソケット 

インテリジェント・デュアル・フルオートエアコンディショナー 

（左右上下独立温度/GPS制御偏日射コントロール式） 

オートライトコントロール 

電動テレスコピック＆チルトステアリング 

（オートアウェイ機構付） 

インナー/アウタードアハンドルイルミネーション 

高性能脱臭エアクリーンフィルター 

ハンズフリーテレホンシステム 

イグニションキー照明 

イグニション切り忘れ警告ブザー　 

ライト消し忘れ警告ブザー　 

パーキングブレーキ解除忘れ警告ブザー 

リア・ベンチレーション 

フォグライト 

クローム＆カラードコンビ・ドアハンドル 

クローム＆カラードコンビ・ドアモールディング/ 

バンパーモールディング　 

全面高熱線吸収UVカットガラス 

（フロントウインドウ：IRカット〈断熱〉機能付） 

フロントドア撥水ガラス 

フラッシュサーフェスサイドウインドウ 

電動格納式リモコンカラードドアミラー 

（親水/ヒーテッド/自動防眩機能付、 

  リバース連動、アスフェリック〈非球面〉タイプ） 

LEDドアミラーウインカー　  

車速連動間欠ヒドゥン式フロントデザインワイパー 

（バリアブル間欠/ミスト機構/ウォッシャー連動/ 

  スノーポジション付、雨滴検知式） 

リアコンビランプ 

（LEDストップランプ＆LEDテールランプ） 

超高外観塗装 

プリントアンテナ　 

ハーフシェイド・フロントウインドウ 

拡散式ウォッシャーノズル 

エクステリア 

インテリア 立体自発光メーター＋マルチインフォメーション・ディスプレイ 

イルミネーションコントロールスイッチ 

レザーインテリア＊4 

（本革シート〈運転席＆助手席シートヒーター付〉） 

運転席＆助手席10ウェイパワーシート 

（スライド/リクライニング/ハイト前・後/ 

  シュクラ社製ランバーサポート、運転席メモリー＊5付） 

スイングタイプ・フロントヘッドレスト 

リア・パワーフォールダウンヘッドレスト（3席） 

フロントセンターアームレスト 

（デュアルリッド付トレイ＋アンダーボックス付）　 

リアセンターアームレスト 

（カップホルダー/アームレストスルー機構付） 

木目調パネル（インストルメントパネル/ドアライニング） 

メタル調センターガーニッシュ 

パドルシフト付本革巻ステアリングホイール 

＆本革巻ATセレクトレバー 

自動防眩ルームミラー　 

フロントカップホルダー（2段底面式）　 

ステンレス製サイドステップガーニッシュ　　 

ブルーイルミネーション 

運転席用＆助手席用バニティミラー付サンバイザー 

（照明/運転席チケットホルダー/スライド機構付）　 

マップ＆インテリアランプ（フロント/リア） 

トランクランプ 

カーテシランプ（フロント/リア） 

フットライト（フロント/リア） 

グローブボックス照明 

運転席＆助手席シートバックポケット　 

フロントドアポケット（照明付、開閉式） 

コインポケット　 

運転席フットレスト 

コートハンガー　 

トランクフック（床面4カ所、サイド2カ所）　 

トランクリッドオープンスイッチ（電動） 

フューエルリッドオープンスイッチ（電動） 

灰皿（前席/後席用、照明付） 

シガーライター　 

主 要 装 備  ●は標準装備　◎はメーカーオプション 

● 
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走行関連 
メカニズム 

SH-AWD 

＜スーパーハンドリング・オールホイールドライブシステム＞ 

車速応動DBW＜ドライブ・バイ・ワイヤ＞ 

4輪ベンチレーテッドディスクブレーキ 

ダブルウイッシュボーン・フロントサスペンション 

（ストラットタワーバー付） 

マルチリンク・リアサスペンション 

スタビライザー（フロント/リア）　 

可変流量サイレンサー 

フルデュアルエキゾーストシステム 

オルガン式アクセルペダル　 

タイヤ 
ホイール 

スチールラジアルタイヤ　235/50R17 96V 

アルミホイール　17×８Ｊ 

＊1  2004年12月生産開始予定です。 

＊2  IHCCを装着した場合、IHCCに機能統合されます。 

＊3  アドバンス HIパッケージを装着した場合、 

　   EPS（電動パワーステアリング）となります。 

＊4  一部合成皮革を使用しています。 

＊5  ランバーサポートを除きます。 

メーカーオプション パッケージ 

◎IHCC＜インテリジェント・ハイウェイ・クルーズコントロール＞ 

◎追突軽減ブレーキ＜CMS＞＋E-プリテンショナー（運転席/助手席） 

◎HiDS（Honda インテリジェント・ドライバーサポート・システム） 
　［IHCC＜インテリジェント・ハイウェイ・クルーズコントロール＞+LKAS（車線維持支援機能）］ 

◎追突軽減ブレーキ＜CMS＞＋E-プリテンショナー（運転席/助手席） 

◎パワートランクリッド（イージークローザー/挟み込み防止機構付、リモコン開閉式）　◎電動リアサンシェイド 

◎リアドアウインドウ・サンシェイド　◎本木目パネル（インストルメントパネル）＜天童木工製＞ 
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